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に １

本書は、平成１０年度に実施した石川県羽咋市「市内遺跡（吉崎・次場遺跡）」の発掘調査
報告書である。
本調査は、住宅建設にともなうもので、羽咋市教育委員会が文化財保存事業費国庫補助金、

県費補助金を受けて実施したものである。
調査は、羽咋市教育委員会文化課（現：文化財室）主事牧山直樹・同主査今井淳一が担当
し、同主査出口成治・同嘱託宮下栄仁の協力を得た。また庶務と調整は同課長補佐谷内碩

央・同係長中谷充久があたった。
調査期間は、平成１０年５月１１日から同年６月２６日まで延べ３５日間を要した。

出土品の整理および本書作成にあたっての作業分担は、宮下・牧山の指導のもと遺物洗
浄・接合・記名・実測・トレースを、井上育子、上田郁代、上井直子、古池理恵子、能山真
登加が行い、写真撮影・その他は牧山が行い、吉野輝子の協力を得た。

本書の遺構・遺物挿図の表示は次のとおりである。
（１）挿図の縮尺は図内に表示した。
（２）方位は全て磁北を示している。

（３）グリッド名称は南西隅杭で代表する。
（４）水平基準は海抜高を示している。
（５）写真図版中の遺物番号は挿図内番号と符合する。
（６）土器実測図の断面は須恵器を黒塗り、その他の土器数を白抜きで示し、赤彩・黒色
処理はその範囲を網点で示している。

（７）遺構の略号は次のとおりである。
ＳＫ：土坑ＳＤ：溝Ｐｉｔ：小穴

発掘調査および出土品整理・報告書作成にあたっては、羽咋市教育委員会文化課・文化財
室職員他、次の方々や諸機関からご教示とご協力をいただいた。記して謝意を表したい。

（敬称略・順不同）
中條茂雄、久田正弘、安英樹、北嶋威二、文化庁、石川県教育委員会、（財）石川県埋蔵
文化財センター、羽咋市歴史民俗資料館、吉崎町町会、次場町町会、㈲一松建設

本書の執筆は第１章を今井が担当し、第２章・第３章・編集は牧山が担当した。
本調査に関する出土品、記録資料などは羽咋市教育委員会が一括して保管している。



第１章

吉崎・次場遺跡第□次調査１

吉崎・次場遺跡の概要

第 １ 節 遺 跡 の 位 置 ・ 環 境

国指定史跡である吉崎・次場遺跡は、石川県羽咋市次場町から吉崎町、鶴多町にかけて分布し
ている。羽咋市域は日本海に大きく突き出し、長い海岸線をもつ能登半島の付け根部分に所在し、

古代から海を通じ多彩な文化を受け入れてきた日本海交流の重要な一拠点として位置づけられて
きた。
山がちな半島にあって、本市域の地形は海岸部に幅１ｋｍをこえる羽咋砂丘が発達し、邑知地溝

帯の名で著名な低地帯が北東へと延びている。また、この細長い半島横断路の北西側に眉丈山地、

南東側に宝達・石動山系が立ちはだかるといった変化に富む特徴をもっている。
本市域のこうした地理的環境のなかで、吉崎・次場遺跡を中心とした稲作文化の成立と展開を

みる場合、最も重要な点は日本海に面した潟湖（Ｅ色知潟）の存在であろう。
たび重なる干拓事業によりほとんどが水田化されたかつての邑知潟は、国営干拓事業（昭和２３

～４３年度）が始まる直前の昭和２０年代においても県下では河北潟に次ぐ典型的な海跡湖であり、

潟水面積４５６ｈａ、平均水深１．２０ｍの規模を有していた。前出干拓事業の結果、残された水面が

第１図位置と地形概念図（１／１２５，０００）



２

８６ｈａであることからも、現在の景観とは異なっていた
この古邑知潟の成立過程は、いわゆる縄文海進の影響で入り江となり、さらに南から北へと形

成された羽咋砂丘によって潟化されたと推定されている。これが縄文時代晩期から弥生時代にか
けてのいわゆる「弥生の小海退」の時期になると、湖面は縮小陸化し、海水の影響を序々に受け
なくなったと考えられる。

本遺跡の位置は、この陸化によって生じた古邑知潟南岸の縁辺部にあたり、潟湖へと流れ込ん
でいた河川により形成された自然堤防上に立地している。既往の自然科学調査で行った花粉分析

や植物珪酸体分析の結果においても、干上がった低地のなかで集落が形成されるような微高地で
は、ススキ属やネザサ節などのイネ科植物やョモギ属・オオバコ属といった比較的乾燥し開けた

場所に生育する植物が、その他の地点ではョシ属やコブナグサ属などのイネ科植物が多く生育し、
ガマ属・オオダカ属などの水生植物も生育するような湿地的景観が想定されているが、この一部
が水田として利用されていたのであろう。
こうした米つくりに適した環境、すなわち能登における稲作文化の成立は本遺跡において遅く

とも弥生時代前期新段階には集落が形成され、以降古墳時代初頭にいたるまで続き、賑わったこ

とが考古学的に確認されている。弥生時代中期以降となると、本遺跡周辺でも潟湖を臨んで低地

部に東釡屋、子浦川、柳田猫ノ目、農業倉庫前、太田、三ツ屋等の遺跡、羽咋砂丘内縁部や段丘
上に旧羽咋高校前、千里浜、長者川、一ノ宮郵便局、寺家、柳田うわの遺跡をはじめ濃密な分布
状況を示している。
また、稲作文化の展開に沿って本遺跡及び古邑知潟がもつ意義を捉える場合、豊かな生産基盤

という側面の他に、既に森浩一氏が指摘されているように、天然の良港、海上交通の要所として
の位置が重要となってこよう。これは当然のことながら、日本海交流の存在を背景とした港津

（古邑知潟）としての評価であり、地方豪族層の大規模な古墳が造営される古墳時代になっても、
本市域の卓越した評価は続き、眉丈山丘陵および砂丘上には能登でも屈指の古墳が築かれている。
以上、古邑知潟を擁した豊かな経済的基盤と古代の港津としての卓越した位置によって、本市

域周辺が弥生・古墳時代の展開を経て奈良時代以降には気多神社を中心とする公的・宗教的色彩
の濃い地域として歴史的な発展をみたことが証明されている。

参 考 文 献

『羽咋市史』原始・古代編１９７３石川県羽咋市
「鹿島町史」通史・民俗編１９８５石川県鹿島郡鹿島町
「七尾市史」通史編１９７４石川県七尾市
「吉崎・次場遺跡」県営ほ場整備事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書第１分冊（資料編（１））

１９８７石川県立埋蔵文化財センター
「寺家遺跡発掘調査報告Ｉ・ｎＪＤ８６・１９８８石川県立埋蔵文化財センター
『四柳白山下遺跡Ｉ・ｎ』１９９０・１９９１石川県羽咋市教育委員会
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第１表周辺遺跡地名表１

遺跡
番号

柱
番号 名 称 所 在 地 所在地通称 種別 現 状 立 地 時 代 出 土 品 備 考 文 献

０７００４ 千里浜遺跡 羽咋市千里浜町・
兵庫町 散布地 畑 砂丘 弥生～中匝

弥生土器、石包丁、
須恵器、土師質土
器

１９８３年１月、耕作中
遺物発見。

０７００５ 長者川遺跡
羽咋市兵庫町・

松ケ下町・
御坊山町

散布地 田・宅地 平地 縄文～平安
縄文土器、弥生土
器、諸手槽、土師
器、須恵器

３６１、７６５、
１２９５

０７００６ 柳橋遺跡 羽咋市柳橋町 散布地 田 平地 不詳 土師器 １２９５

０７００７ 子浦川南遺跡 羽咋市立開町・
石野町 散布地 田 平地 古墳 土師器、須恵器

０７００８ 子浦川遺跡 羽咋市鶴多町・
東河原町 散布地 宅地・田 平地 弥生～古墳 土器 １９６６年、河川改修時

発見。 ７６５

０７００９ 羽咋高校前遺跡 羽咋市旭町 散布地 宅地 砂丘 弥生 土器
１９６１～６２年建物基礎
工事中出土。現市役
所前

２５９、５０３

０７０１０ 羽咋古墳群 羽咋市川原町 古墳 社地 砂丘 古墳 土器、玉類 ７６５

０７０１１ 的場農業倉庫前遺跡 羽咋市的場町 散布地 田 平地 弥生

０７０１２ 釡屋倉ノ下遺跡 羽咋市釡屋町 倉ノ下 散布地 田 ・ 畑 ・ 宅
地

平地 平安～中世 須恵器、土師器、
珠洲焼

１９８４、８７年、市教委
発掘調査。

１３６２、１５６４、
１６２８

０７０１３ 釡屋遺跡 羽咋市釡屋町・
柳田町 散布地 畑 砂丘 縄文～古墳 土器、石器、刀子

１９８８年市教委発掘調
査 ２６２、１６２８

０７０１４ 寺家遺跡 羽咋市寺家町・
柳田町 祭祀 宅地・畑 砂丘 縄文～中世

縄文土器、弥生土
器、須恵器、土師
器、中世陶磁器、
銅製品、鉄製品、
三彩、ガラス製品

１９７７～８０、８５年県教
委・県埋文センター
発掘調査。１９８０～８３、
８７、８９、９１年市教委
発掘調査。

９８８、１０１１、
１２０５、１２１８、

１４１３、１５４７、
１６２９、１７１５

０７０１５ 寺家海岸遺跡 羽咋市寺家町 散布地 工場用地・
畑 砂丘 弥生 弥生土器 工場用地造成地で採

集
１５４７

０７０１６ 柳田猫ノ目遺跡
羽咋市柳田町・

寺家町
猫 ノ 目 ・ カ ネ ツ キ
・ オ オ タ 散布地 田 ・ 畑 平地 縄文～中世 土器、石器、木器、

金属製品

１９７８、１９７９年、県教
委・県埋文センター
発掘調査。

７６５、１４１３、
１５４７、１６２８、
１８３４

０７０１７ 東釡屋遺跡 羽咋市東釡屋町 散布地 田 平地 不詳 土器

０７０１８ 吉崎・次場遺跡
羽咋市吉崎町・

次場町・
鶴多町

散布地 田 ・ 畑 ・ 宅
地

平地 弥生～中世 土器、土製品、石
器、木器、玉、鏡

１９５６年羽咋高校、６３
年市教委石考研、
７９～８２、８６、９１年市
教委、８０～８４年県埋
文センター発掘調
査。国指定史跡

４２９、５８４、

７６５、８７０、
９１１、１４８０

０７０１９ 次場コウレン遺跡 羽咋市次場町 光蓮（コウレン） 集落跡 田 平地 弥生～平安 土器、木製品
１９８２年県埋文センタ
ー発掘調査（吉崎・

次場遺勁可｀調査区）
１４８０

０７０２０ 若草遺跡
羽咋市若草町・

深江町・
石野町

散布地 宅地・田 平地 平安 土師器、須恵器 １９８２年、宅地造成地
で遺物採集。

０７０２１ 深江遺跡 羽咋市深江町 散布地 田 平地 古墳～平安
土器、石製品、木
製品

１９７３、７４、７８年、県
教委発掘調査。 ９０２

０７０２２ 太田遺跡 羽咋市太田町 散布地 田 平地 弥生・平安 弥生土器、須恵器
１９９０年市教委発掘調
査

１７７５

０７０２３ 太田ツツミダ遺跡 羽咋市太田町 ツツミダ 散布地 田 平地 平安～中世 須恵器、土師器、
漆器

０７０２６ 福水ヤシキダ遺跡 羽咋市福水町 ヤシキダ 祭祀 田 １陵裾 平安初期

井桁（木製、アカ
井）、銅製三鈷杵
１、銅製錫杖１、
銅製仏餉鉢３

１９７１年、市史調査団
発掘調査。

１２６８

０７０３９ 柳田ヒガシデ１号窯跡 羽咋市柳田町 ヒガシデ 窯跡 宅地 丘陵斜面 不詳

０７０４０ 柳田ウワノ追跡 羽咋市柳田町 うわの 散布地 田 台地 弥生・奈
良・平安

弥生土器壷・甕・
高坏・器台、石鏃

１９５８年羽咋高校、７１
年市史調査団発掘調
査。

３２１、６７２、

７６５、１８３４



第２表周辺遺跡地名表２

吉崎一次場遺跡第１７次調査５

遺跡
番号

柱
番号 名 称 所 在 地 所在地通称 種別 現 状 立 地 時 代 出 土 品 備 考 文 献

０７０４１ 柳田宮の山古墳 羽咋市柳田町 宮の山 古墳 社地 丘陵 古墳
市指定史跡。円墳、
長径４２ｍ。三段築成。
横穴式石室か。

７６５、１８３４

０７０４２
１ 柳田山伏山１号墳 羽咋市柳田町 古墳 山林 丘陵 古墳 直刀、刀子、馬具

玉類、須恵器

市指定史跡。前方後
円墳、全長４９ｍ横穴
式石室。 ７６５、１８３４

２ 柳田山伏山２号墳 羽咋市柳田町 古墳 山林 丘陵 古墳 市指定史跡。円墳、
長径１７ｍ。

０７０４３ 柳田うわの
１～６号墳

羽咋市柳田町 うわの 古墳 山林 丘陵 古墳

０７０４４ 柳田ウワノ
１・２号窯跡 羽咋市柳田町 ウ ワ ノ 窯跡 山林 丘陵斜面 古墳後期 須恵器 １１５１

０７０４５ 柳田五郎兵衛山
１～４号窯跡 羽咋市柳田町 ゴロベ山 窯跡 山林 丘陵斜面 古墳後期

０７０４６ 柳田アサバタケ
１号窯跡

羽咋市柳田町 アサパタケ 窯跡 山林 丘陵斜面 奈良 須恵器 １１５１、１８３４

０７０４７ 柳田タンワリ
１号窯跡 羽咋市柳田町 タンワリ 窯跡 山林 丘陵斜面 古墳後期 須恵器、陶馬、円

面硯
１９８１年県埋文センタ
ー発掘調査。 １１５１、１８３４

０７０４８
１ 柳田テンジク

１号窯跡 羽咋市柳田町 テンジク 窯跡 山林 丘陵斜面 古墳後期 須恵器 ３２７、７６５、
１８３４

２ 柳田テンジク
２号窯跡 羽咋市柳田町 テンジク 窯跡 山林 丘陵斜面 古墳後期 須恵器 １１５１、１８３４

０７０４９ 柳田テンジク古墳 羽咋市柳田町 テンジク 古墳 山林 丘陵 古墳 須恵器、小札様鉄
板、鉄鏃、刀子

円墳、径１５ｍ。１９９１
年市教委分布調査。
横穴式石室。

７６５、１８３４

０７０５０ 柳田セックデン古墳 羽咋市柳田町 セックデン 古墳 田 台地 古墳 須恵器、勾玉 損壊 ７６５、１８３４

０７０５１ 柳田台地遺跡 羽咋市柳田町 散布地 田 ・ 畑 台地 縄文～中世
１９７８、７９年市教委・
県埋文センター発掘
調査

１２９１、１４９３、

１８３４

０７０５２ 柳田シャコデ廃寺 羽咋市柳田村 シ ャ コ デ 寺跡 畑 台地 奈良・平安 瓦、瓦塔、仏像、
土師器、須恵器

１９７１年、市史調査団
発掘調査。１９８４～８６
年、市教委詳細分布
調査。

３２７、７６５、
１４９３、１８３４

０７０５３ 柳田シヤコデ
１号窯跡 羽咋市柳田町 シ ャ コ デ 窯跡 田 ・ 崖 台地縁 古墳後期 須恵器 １１５１、１２９５、

１８３４

０７０５４ 気多社僧坊群遺跡 羽咋市寺家町 散布地 田 台地 縄文～中世 土器、石器、金属
製品

１９７７、７８、８４年、県
教委・市教委発掘調
査。

９４８、１２９０、
１３６３

０７０５５ 寺家モスケ古墳 羽咋市寺家町 モ ス ケ 古墳 崖 台地縁 古墳 須恵器、金環、ガ
ラス小玉

横穴式石室。１９９１年、
市教委発掘調査。

１７５２、１８３４

０７０５６ 一ノ宮郵便局遺跡 羽咋市一ノ宮町 散布地 宅地 平地 弥生 壹 、 甕 ３２４

０７０５７ 大楽寺中世墓 羽咋市寺家町 墳墓 山林 丘陵裾 中世 須恵器、珠洲焼、
人骨

１２９５

０７０５８ 寺家中世墓 羽咋市寺家町 墳墓 田 丘陵裾 中世

０７０５９ 一ノ宮左弥遺跡 羽咋市一ノ宮町 散布地 山林 丘陵 縄文 磨製石斧

０７０６０
１ 気多１号中世墓 羽咋市寺家町 墓 社地 丘陵 中世 石室。

７６５、１４１３
２ 気多２号中世墓 羽咋市寺家町 菖 社地 丘陵 中世 石室。

０７０６２ 若宮神社跡 羽咋市寺家町 ワカミヤ 神社跡 畑 ・ 田 台地 不詳 礎石

０７１００ 千路遺跡 羽咋市千路町 散布地 畑・宅地 丘陵 縄文 磨製石斧２ 開墾時出土。

２８０３６ 二口かみあれた遺跡 志雄町二口 カミアレタ 集落跡 田 平地 弥生～平安 弥生土器、土師器、
須恵器、木製品

１９９１年町教委発掘調
査

２８０３７ 杉野屋ろくはわり遺
跡 志雄町杉野屋 ロ ク パ ワ リ 散布地 河床・田 平地 弥生・奈

良・平安
弥生土器、土師器、
須恵器、木製品

１９７４、８６年県教委、
町教委発掘調査

８２３、１５７１

２８０４０ 菅原谷内出遺跡 志雄町菅原 散布地 山林 丘陵端 不詳 土師器堆・高坏 ２６０



６

第 ２ 節 遺 跡 の 発 見 ・ 性 格

吉崎・次場遺跡の発見から今日にいたるまでの経過は、常に羽咋市における埋蔵文化財保護の

歴史と密接なつながりをもっている。また、既往の調査内容については、これまでの文献で詳細

に報告されているため、ここでは遺跡の沿革をし大きく３つの段階に分けて述べてみたい。

まず、第一の段階は昭和３０年代、民間の研究者等によって発見され、本市域では初めて本格的

な発掘調査および研究が行われ、全国的に著名な遺跡として周知された時期。このなかで本遺跡

発見の第一の契機としてあげられるのが、昭和２７年（１９５２）の羽咋川改修工事中に発見され話題

となった羽咋川遺跡の存在である。橋本澄夫氏が編纂された『石川県考古学便覧Ｉ』から本市域

に関する遺跡の発見と調査の記録をみると、大正７年（１９１８）以降市内各地で石仏・古銭・土器

などの発見や採集が報じられているが、この弥生の遺跡発見に刺激を受けた形で、昭和３０年

（１９５５）に羽咋高校地歴班が羽咋川周辺での弥生時代の遺跡発掘を計画、現地踏査を行っている

ことが記載されている。

さらに、同文献の内容を引用すると、高校生が行った表面採集による土器散布地の確認を発端

に、同地歴班の顧問であった浜岡賢太郎氏や高堀勝喜氏など石川考古学研究会々員の指導を受け

ながら、ボーリング調査や試掘、地形測量を度々行っており、こうした熱心な活動と的確な調査

区設定が実を結ぶ形での本遺跡発見であり、翌昭和３１年（１９５６）の第１次発掘調査であったこと

がうかがわれる。また、この調査区を拡大して行われた昭和３８年（１９６３）の第２次発掘調査は、

羽咋市と北国新聞社が共催となり、同地歴班・同研究会をはじめ新たに七尾高校郷土研究クラブ

の協力を得て実施されている。このような形で行政と民間が取り組む調査体制は当時としては画

期的であり、石川考古学研究会を主体とする地元研究者の力が各方面に発揮された時期といえる

であろう。これらの学術調査によって出土した弥生土器は「次場最下層式」、「次場下層式」、「次

場上層式」に分類整理され、北陸の弥生時代中・後期の標準型式名となり、本遺跡は北陸屈指の

遺跡として著名になった。

十ト…………１∧トノザレＪ‥‥‥‥∧⊃・丿ノレノ感七ト＝十丿▽□∧∧レゾ丿回☆………、１１ｊ。 ゝ ㎞ ａ ： ゝ ● ％ ％ ♂ ♂ ♂ 〃
、 ＼ ］ ＼ ） 。 ］ ． ｌ ｀ ’ ＼ 二 、 ☆ 。 。 ゛ - Ｌ 万 ‘ ゛ ” ４ ． 、 Ｊ ］ 一 丿 ‾ ＼ 、 エ レ ュ 、 ノ

第１・２次調査地点遠景
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第 ３ 節 遺 跡 の 範 囲 ・ 規 模

次の段階である昭和４０～５０年代は、全国的にみても「開発」と「保存」のテーマのもとに遺跡
の破壊が顕在化し、いわゆる行政発掘が急増した時期であるが、本市域においても本遺跡の中央

部分を走る農道を拡副して市道１２号線とする道路改良事業が計画された。
第３・４次調査は、すでに昭和４９年（１９７４）に重要遺跡として指定を受けていた本遺跡の分布

状態を詳細に把握して、道路改良事業の計画変更の要否の資料とするための範囲確認調査であっ
た。

昭和５０・５１年（１Ｓ）７５・１９７６）、羽咋市教育委員会によって実施されたこれらの調査は、トレンチ
およびグリッド法による７４箇所余りの調査区の設定・発掘から遺構・遺物の有無を確認するもの
であり、全体的に良好な遺存状態が確認されている。また、この結果遺跡の南限に関しては一部

不確定な部分を残すものの、東西最大長５８０ｍ、南北最大長３５０ｍを測る大規模な集落であること
がこれらの調査によって判明した。

第 ４ 節 遺 跡 の 保 存 ・ 整 備

昭和５０年代後半から現在にかけては、遺跡の範囲内で計画・実施された前述の市道１２号線改良

事業や県営は場整備事業（羽咋地区）などにともなう発掘調査がかなりの規模で行われた時期で
あり、年次で通算すれば、第５～１３次にわたって合計１万４千❹余りの発掘が行われている。
なかでも５年間にわたって実施された県営は場整備事業（羽咋地区）にともなう発掘調査では、

事業区域全域で試掘による分布調査が再度実施され、前述範囲確認調査（第３・４次調査）の結
果ともあわせて、現在の遺跡地図に記載されているような南方へ舌状に延びる集落域が確定した。
さらに、遺跡の範囲や状況に応じて部分的な事業区画の変更や盛砂などによる遺跡の保存が図

られるとともに、各調査区がそれぞれ集落としての外縁を精査する形で設定されたことから、遺

跡の性格把握にとって必要な集落構造に関する新知見や遺跡全体が立地する微高地から古邑知潟
縁辺部周辺に関する重要な知見や資料が得られている。
また、こうした記録保存を前提とした発掘調査が続く中で、昭和５８年（１９８３）１２月、分布密度

がより高いとされる吉崎町ウの部は；うヽ１０、０５７❹が史跡指定を受けたのを機に、昭和６１年（１９８６）
～６３年（１９８８）にかけて指定地の土地買い上げ事業が行われており、以後整備委員会の発足、

「史跡吉崎・次場遺跡整備基本構想」の策定など、遺跡の保存と整備に関する基本方針や構想
などが検討・協議されてきた。
そして、平成７年には文化庁の事業採択（一般整備）を受け、復元的整備のための発掘調査が

平成７年から同９年までの３ヶ年にわたって実施された結果、史跡指定地内が弥生時代中期の居
住域であったことを示す資料が得られ、これらをもとにした史跡整備が平成１０年度までの予定で
進められている。



吉崎一次場遺跡第１７次調査９

第３表吉崎一次場遺跡発掘調査・保存事業経過表

年 度 事 業 名 事業・調査主体 事 業 概 要 文 献 等

昭和２７年
（１９５２） 羽咋川改修工事 工事の際に、大量の土器、田舟等の木製品などが出土し

て研究者の注目をあぴる。
高堀勝喜「羽咋川弥生式遺跡略報」「石川考古学研究会々誌
第５号」１９５３

昭和３１年
（１９５６） 第１次発掘調査 石川考古学研究会

羽咋高校・地歴班
前年より行っていたボーリング調査の成果をもとに、弥
生中・後期の遺構・遺物を検出。

浜岡賢太郎「羽咋川吉崎次場（須場）遺跡発掘報告」「回報」
第５号県立羽咋高校１９５７
橋本澄夫「次場遺跡」「羽咋市史」原始・古代編１９７３
浜岡賢太郎「羽咋の原始時代」同上文献昭和３８年

（１９６３） 第２次発掘調査 石川考古学研究会
羽咋高校・地歴班

弥生中・後期及び土師器の良好な資料の他、小型彷製内
行花文鏡や石組遺構を検出。

昭和Ｏ年
（１９７５）

第３次発掘調査
（範囲確認調査） 羽咋市教育委員会 遺跡の範囲確認のための試掘により、遺跡の北限、東陽

が判明した。
「羽咋市吉崎・次場遺跡一第３次発掘調査概報-ｊ羽咋市教
委１９７６

昭和５１年
（１９７６）

第４次発掘調査
（範囲確認調査） 羽咋市教育委員会

東西最大長５８０ｍ、南北最大長３５０ｍの範囲で微高地上に立
地していた大規模な弥生時代の集落遺跡であることが判
明した。

「羽咋市吉崎・次場遺跡一第４次発掘調査概報-」羽咋市教
委１９７７

昭和５４年
（１９７９）

第５次発掘調査
市道１２号線改良 羽咋市教育委員会 市道部分（Ａ区）５２５❹を調査

昭和５５年
（１９８０）

第６次発掘調査
市道１２号線改良 羽咋市教育委員会 市道部分（Ｂ区）１，２８０❹を調査

県営ほ場整備
（羽咋地区）

県埋蔵文化財
センター

排水路（Ｈ・Ｊ・Ｋ区）、幹線道路（Ｉ区）、田面部分（Ｌ・Ｍ
区）合計約１，８００❹を調査 ｒ吉崎・次場遺跡-県営ほ場整備事業に係る埋蔵文化財発掘

調査報告書第１・２分冊」（資料編（１）及び資料編（２）・総括編）
石川県立埋蔵文化財センター１９８７・１９８８

昭勧６年
（１９８１）

第７次発掘調査
市道１２号線改良 羽咋市教育委員会 市道部分（Ｃ・Ｇ区）合計２，０００❹を調査

住宅建設 羽咋市教育委員会 宅地部分（Ｄ・Ｅ区）合計９５０❹を調査 「吉崎・次場遺跡一住宅建設に伴う緊急発掘調査概報一丿
羽昨市教委１９８２
県埋文センター編１９８７・１９８８文献県営ほ場整備 県埋蔵文化財

センター 排水路部分（ＮＩＯ・Ｐ区）合計約８５０❹を調査

昭和５７年
（１９８２）

第８次発掘調査
市道１２号線改良 羽咋市教育委員会 市道部分（Ｆ区）７００❹を調査

排水路拡幅 羽咋市教育委員会 排水路部分（Ｑ・Ｒ区）合計約３１０❹を調査 「古埼・次場遺跡」羽咋市教委１９８３

県営は場整備 県埋蔵文化財
センター 排水路部分（Ｓ・Ｔ・Ｕ区）合計約２，０００❹を調査 県埋文センター編１９８７・１９聞文献

昭和５８年
（１９８３）

第９次発掘調査
県営ほ場整備

県埋蔵文化財
センター 幹線道路舗装部分（Ｖ区）３０８❹を調査 県埋文センター編１９８７・１９８８文献

史跡指定 文化庁 「吉崎一次場遺跡」として史跡に指定される

昭和５９年
（１９８４）

第１０次発掘調査
県営ほ場整備

県埋蔵文化財
センタ一 幹線道路舗装部分（Ｗ区）８５０❹を調査 県埋文センター編１９８７・１９８８文献

農村モデル 羽咋市教育委員会 農道舗装部分７０❹を調査

昭和６１年
（１９８６）

第１１次発掘調査
農村モデル 羽咋市教育委員会 農道舗装部分約２４０❹を調査

土地買い上げ 羽咋市教育委員会 史跡指定地内２，６７１❹を買い上げ

昭和６２年
（１９８７）

第１２次発掘調査
住宅建設 羽咋市教育委員会 宅地部分約３０❹を調査 「羽咋市市内遺跡詳細分布調査報告書」羽咋市教委１９８８

土地買い上げ 羽咋市教育委員会 史跡指定市内ｌｉ，００６❹を買い上げ

昭和６３年
（１９８８） 土地買い上げ 羽咋市教育委員会 史跡指定地内１，７６２❹を買い上げ

平成３年
（１９９１）

第１３次発掘調査
県道若部川原線 羽咋市教育委員会 県道建設部分約２，１００❹を調査 「第１３次吉崎・次場遺跡発掘調査報告書丿羽昨市教委１９９４

平成４年
（１９９２） 整備基本構想 羽咋市教育委員会 Ｆ史跡吉崎・次場遺跡整備基本構想」の策定

平成７年
（１９９５）

第１４次発掘調査
史跡整備 羽咋市教育委員会 史跡指定地内１，２００❹を調査

平成８年
（１９９６）

第１５次発掘調査
史跡整備 羽咋市教育委員会 史跡指定地内４５０❹を調査

平成９年
（１９９７）

第１６次発掘調査
史跡整備 羽咋市教育委員会 史跡指定地内５５０❹を調査

個人住宅建設 羽咋市教育委員会 宅地部分１５０❹を調査 市内遺跡発掘調査報告１９９８

平成１０年
（１９９８）

第１７次発掘調査
個人住宅建設 羽咋市教育委員会 宅地部分１００❹を調査



１０

指定区分
名 称
指定年月日
所 在 地
指 定 理由
（説明）

，２

国指定史跡
吉崎・次場遺跡
昭和５８年１２月８日（文部省告示第１３３号）
石川県羽咋市吉崎町ウ１９-１番地、鶴多町五反畑１番地

（基準）特別史跡名勝天然記念物及び史跡名勝天然記念物指定基準史跡１
吉崎・次場遺跡は、能登半島の基部にあたる羽咋市街の北東１ｋｍに所在し、旧羽

咋川の最下流域の邑知潟に接する自然堤防上に営まれた弥生時代の集落跡である。
本遺跡から出土した土器は、次場最下層式、次場下層式、次場上層式の三つに分類
され、本遺跡は北陸地方の弥生時代の編年を組み立てる上で重要な標準遺跡となった。
これまでの調査で確認された遺構は、平地式建物跡、堀立柱建物跡、井戸、土坑、

溝、配石遺構など豊富な内容と良好な遺存状況を呈している。また、出土遺物は弥生
時代中期・後期の土器を主体に、各種石製品、木製品（農耕具、木織具、建築部材等）、
小型、製鏡、自然異物など多技にわたっている。

本遺跡は、能登半島における代表的遺跡であることはいうまでもなく、出土土器の
様相は近畿地方に発達した櫛描文土器の波乃や東北地方や山陰地方の土器の影響が認
められ、他地域との交流があったことを示しており、北陸地方の弥生時代の全期間を

通観できる数少ない集落跡である。
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第２章調査の経緯と経過

吉崎・次場遺跡第１７次調査１１
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第５図調査地位置図（１／１，０００）
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をグリッド名とした。

二 匹
３７３ ４７一

５０／

４７

第１節調査の経緯

平成９年１０月に、羽咋市吉崎町６０１番地の土地所有者から埋蔵文化財の問い合わせがあり、た
だちに住宅建設を目的とした開発計画が市教委に提出された。
これを受けた市教委では、この事業予定地が周知の遺跡（遺跡？・ｌａ０７０１８吉崎・次場遺跡）の

範囲内であり、過去の発掘調査や、分布調査の図面調査の結果、埋蔵文化財が存在することはま
ちがいなく、事業実施以前に発掘調査が必要であることを回答した。

平成１０年４月、同対象区域内に住宅建設の計画書が提出され、関係諸機関と発掘調査に関する
協議を行った。
以上の経緯を経て、市教委が事業主体となり、平成１０年５月１１日から６月２６日まで延べ３５日間
（調査面積１００❹）の発掘調査を実施した。

第２節調査の経過

当初の開発計画での予定面積は３２３❹であり、そのうち住宅建築にかかる１００❹について発掘調

査を実施した。

グリッドの設定は第６図に示す通りであり、４ｍ四方の区割りを行い、南北方向には北から順

に数字を、東西方向には西から、順にアルファベットを割り振った。この座標が交差する南西隅の

６１８



１２

（日誌抄）
５月１１日（月）曇後雨
本日より現地での発掘調査を開始する。ユニ
ットハウスを設置し重機による表土除去作業
を行う。
５月１２日（火）雨
作業員現地入り。雨模様であったが、発掘用
資材の搬入を行い、排土の流入を防ぐため、
壁面と排土をシートで保護しておく。
５月１３日（水）雨後曇
発掘用資材の搬入及び排水作業を行う。
５月１４日（木）晴
湧水があるため、調査区周囲に排水溝を掘
る。盛り土が調査区内に流入してくるため、
壁面の補強もあわせて行う。
５月１５日（金）晴
調査区の主に東側部分の掘り下げを行う。調
査区北東隅部分の遺構を中心としたグリッド
割を行う。

５月１８日（月）曇一時雨
調査区全体の掘り下げ。南東角に残した出入
り口用のスロープもはずしてしまう。

５月１９日（火）晴
調査区全体を掘り下げ、一部遺構検出を行う。
５月２０日（水）晴
調査区全体を清掃し、遺構検出作業を行う。
５月２１日（木）晴
遺構検出状況の写真撮影を行う。調査区東壁
面下に掘った排水溝より大量の土器が出土し
た。
５月２２日（金）晴
調査区北東角より検出した、溝状遺構（＝ＳＤ
０１）の掘り下げを行う。
５月２５日（月）・２６日（火）雨・時々曇
排水作業及び、排水溝の切り直し。ＳＤ０１の
掘り下げ。
５月２７日（水）晴
排水作業及び、ＳＤ０１の掘り下げ。ＳＤ０１の
遺物出土状況の写真撮影。
５月２８日（木）曇
ＳＤ０１の主に上層部分からの出土遺物の取り
上げ作業を行う。
５月２９日（金）雨後曇
排水作業及び、雨水対策に追われる。
６月１日（月）晴

ＳＤ０１上層部分の遺物出土状況を写真撮影

調 査 区 遠 景

調 査 区 近 景

重機による表土除去



し 、 遺 物 の 取 り 上 げ と 、 遺 構 の 掘 り 下 げ を 行
う。

６ 月 ２ 日 （ 火 ） 曇
ＳＤ０１及び、調査区中央の土坑状遺構（＝Ｓ
Ｋ０１）の掘り下げ。

６ 月 ３ 日 （ 水 ） 曇 時 々 雨
ＳＤ０１掘り下げ及び、ＳＫ０１の平面実測作業。

６月４日（木）・５日（金）曇一時雨
遺構掘り下げ及び、ＳＫ０４の平面実測作業。
６月８日（月）・９日（火）晴
遺構掘り下げ及び、一部レベル記入。
６月１０日（水）・１１日（木）曇一時雨
ＳＤ０１出土遺物の平面実測作業を行う。

６月１２日（金）晴
ＳＤ０１出土遺物レベル記入及び、遺構掘り下
げ。

６月１５日（月）・１６日（火）雨・曇一時晴
排水作業及び、ＳＫ０１断面実測作業。
６月１７日（水）曇
ＳＫ０１・ＳＤ０１の掘り下げ及び、出土遺物の
取り上げ。
６月１８日（木）晴
遺 物 の 出 土 状 況 を 撮 影 後 、 レ ペ ル 記 入 し 取 り
上げて行く。ＳＤ０１下層まで掘り下げる。
６月１９日（金）曇後雨
ＳＤ０１下層掘り下げ。

６月２２日（月）雨後曇
ＳＤ０１掘り下げ、下層より出土した遺物の平
面図実測作業を行う。
６月２３日（火）曇時々晴
ＳＤ０１・ＳＫ０１を掘り下げ、出土遺物のレペ
ル記入。
ＳＤ０１の断面実測作業。

６月２４日（水）晴時々曇
調査区全体の清掃作業中、ＳＤ０１の最下層よ
り炭化米が出土。午後からは、永光寺遺跡と
合 同 で、 新 聞 発 表 を 行 う 。 そ の 後 、 遺 構 の 掘
り下げと平面実測作業を行う。

６月２５日（木）雨後曇
ＳＫ０２平面実測作業。ＳＤ０１・ＳＫ０１・０２よ
り出土した遺物の取り上げ及び完掘。

６月２６日（金）曇
調 査 区 全 体 の 清 掃 を 行 い 、 完 掘 状 況 の 写 真 撮
影 を 行 う 。 発 掘 用 資 材 の 搬 出 と 、 重 機 に よる
埋 め 戻 し を 行 い 、 本 日 に て、 現 地 で の 発 掘 調
査を終了する。

吉崎・次場遺跡第押次調査１３

作業風景

遺物出土状況

埋め戻し終了
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＜発掘調査参加者＞（５０音順）
今江すみ子・紙谷百合子・北嶋威二・木村あさの・木村祐美子
柴田米子・嶋田忠雄・竹沢正男・西屋柴子・船本とき子



第３章遺構と遺物

吉崎・次場遺跡第１７次調査１５

第 １ 節 。 調 査 の 概 要

今回の調査で本遺跡の発掘調査も第１７次を数える。今回の調査区は、平成１１年に完成した吉
崎・次場弥生公園（史跡指定地）から東北東へ約１００ｍに位置し、本遺跡の中心部にあたる。調
査区域の現況は、旧水田面から厚さ６０ｃｍ程に盛り土がなされ、整地されていた。調査区域での層
序は、濁黄茶色を呈するのこの盛り土が一番上にあり、その下に濁灰色粘土の旧水田耕作土（第
１層）が２０ｃｍ程の厚さでのこり、さらにその下にこの第１層と暗茶褐色粘質土との混合層（第２

層）が厚さ１０ｃｍ未満で続いている。包含層及び、遺構覆土の上端はこの第１層および第２層によ

り削平されているようで、第２層の直下が地山である濁緑灰色砂となっている。今回の発掘調査
で検出された各遺構はこの地山砂層に掘り込まれている。また、遺構検出面はほぼ平坦であり標

高は１．２ｍ前後である。

第２節遺構と遺物

ＳＤ０１

調査区の北東隅部分Ａ・Ｂ -１区にあたる。大部分は調査区域外にあたり、この溝状遺構の南

西岸部分のみの検出となった。検出部分について、遺構上端での幅３．１ｍを測り、検出面からの

深さ０．８～０．９ｍを測る。本溝は、石川県埋蔵文化財センターが昭和５５年に発掘調査を行ったＩ調

査区から検出されたＩ-３号溝の延長であると考えられる。ＳＤ０１の断面図を作成した時点での

溝底の標高は０．３８ｍを測り、この地点より西側の最深部分で０．２８ｍを測っていることから北西に

向かって流れていたものと考えられる。

土層断面（第８図）と、遺物取り上げ位置（上部、上部の下、下部）の関係は、上部が３～６層、

上部の下が７～９層を対応させている。また下部とは１２層以下をさしている。１４層以下から植物

遺体が混入しはじめ、以下の層には、黒色粘質土中に地山質砂が層状に堆積しているものが多い。

出土遺物の大部分を示める土器は、遺物整理箱２０箱以上に達している。図化資料も２００点を超

え、全体の図化資料中の９０％を占めている。土器の掲載順序は、現地での取り上げ位置（上部、

上部の下、下部）別とし、最後に記録漏れや、取り上げを一括して行ったため上下の別がはっき

りしなくなった出土地点不明分をまとめて掲載した。この図化掲載資料中、位置別の出土量は、

上部が約３３％、上部の下が約２１％、下部が約１０％、その他が３６％をそれぞれ占めている。調査区

中の湧水が激しかったため、調査区壁面下に掘った排水溝部分から一括して取り上げを行ったた

め、その他の部分出土の割合が高くなってしまったが、取り上げ時の観察によれば、その他とし

た出土遺物の大部分も、上部の下を含めた上部からの出土であり、全体の８０％以上は上部からの

出土であると言える。以下に取上位置別に、土器についてのべて行く。
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盛り土：黄茶色砂
Ｂ～Ｌ＝１，４００ｍ

ＳＫ０４

Ｐ１

土層断面図

第３層以下はＳＤ０１の覆土

土色は第８図と対応している。

４’．４より暗い

８へ８より暗い

１３’．１３より濁黄色砂の割合が多い

１７’．１７より暗茶色土の割合が多い

２２．濁黄色砂（地山）に暗茶色粘質土が

わずかに混入
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上部～上部の下遺物出土状況

０

第７図ＳＤ０１平面図（Ｓ＝１／６０）

２ｍ

１９

吉崎・次場遺跡第１７次調査１７

最下層遺物出土状況

０

Ｂ

１１

２ｍ

Ｌ＝１．４０ｍ

１２．暗茶褐色粘土（木製品・植物遺体含む）
１３．濁黄褐色砂十若干濁茶褐色弱粘質土混入
１４．１０とほぼ同質、やや黄色砂の割合多い
１５．１４よりさらに黄色砂の割合多い
１６．暗緑灰色砂十暗茶褐色粘土十濁黒褐色粘質土（斑点）混合層
１７．暗灰色弱粘質土十暗茶色弱粘質土混入（炭粒多く、木片含む）
１８．暗茶褐色粘質土（１２よりやや暗い、植物遺体含む）
１９．濁灰褐色弱粘質土（赤味を帯び、植物遺体多く含む）
２０．１７と２１の混合層
２１．濁黄茶灰色砂に、暗茶色粘土わずかに混入（植物遺体多く含む）

１。濁灰色粘質土（近世以降の耕土攬乱層）
２．暗茶褐色弱粘質土十濁茶灰色弱粘質土混入
３．濁茶褐色弱粘質土（炭・土器混じる）
４．暗茶褐色弱粘質土（炭・土器混じる）
５．暗黄茶色弱粘質砂
６．黒褐色粘質土（炭混・土器多）
７．暗黄茶褐色弱粘質砂
８．５より暗い
９．暗灰黒色弱粘質砂
１０．濁茶褐色弱粘質土十濁黄褐色砂混合層
１１．濁黒灰色弱粘質土（濁黄色砂若干混入）（炭粒混）

第８図ＳＤ０１断面図（１／４０）
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第１６図ＳＤ０１上部の下出土土器実測図４（１／３）

／

Ｌ 。 ＿ ＿ ． ｊ ｏ 。

ＳＤ０１上部から図化掲載を行ったのは７３点である。この内、甕形土器（以下：形土器は省略）

は２８点（３８％：取上位置別による構成比）を数え、口縁部分の形態は有段で無文のもの、有段で

擬凹線の巡るもの、くの字状を呈するもの、口縁端部を上下方につまみ出したようなものなどバ

リエーションに富む。口径は、１５ｃｍ前後と２１ｃｍ前後にまとまりを見せている。壷は１９点（２６％）

を数え、口径は１１～１５ｃｍ、１８～２０ｃｍを測る。頚部を含めた口縁部の形態もバリエーションに富み、

有台無文で大きく外傾した短かい頚部をもつもの、有段無文で長い頚部をもつもの、口縁先端が

大きく外反し、端部の上下端をつまみ出すものなどが認められる。高坏・器台の類は脚部も含め

て８点（１１％）を掲載したが全形のわかる資料はない。この他、台付椀や、鉢などが出土してい

る。

上部の下から出土した土器で図化掲載を行ったのは４６点である。この内甕は２２点（４８％）を数

える。口縁部の形態や法量には上部出土の土器と明確に差が認められない。壷は８点（１７％）、

高坏・器台数は６点（１３％）を図化掲載した。

下部出土の土器は、２１点を掲載した。この内甕は、１０点（４８％）を数え、口縁部の形態では有

段擬凹線のものは確認できず、くの字状を呈する口縁部をもつものが大半を占める。この内、

１２（ト１２１には口縁部内面に２列の刺突文がくの字状に施されている。壷は４点（１９％）を数え、

１３０は口唇部分に格子状の刺突文が施されている。

その他出土の土器資料は７７点を掲載した。甕１７点（２２％）、壷１６点（２０％）、高坏・器台類１４点

（１８％）などとなっている。１４１は甕の口縁部で、端部の上下端に刻み目が施され、内面に２列の

斜行短線文が施される。１４２・１４３のように近江系の甕も含まれている。壷については有段口縁の

ものが多く、内３点には内外面に赤彩が認められる。高坏・器台類については全形のわかる資料

はなく、内２点に赤彩が認められる。その他、かえり部分の剥離したと思われる蓋や、外面に煤

の付着した小型土器などが出土している。
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第２１図ＳＤ０１一括出土土器実測図４（１／３）

本溝は、面積的には大きくないが、上部には多量の土器が集中的に遺棄されており、下部から

も建築部材や自然木などの木製品が出土している。また後述するが石製品についても、太型蛤刃

石斧をはじめ、柱状片刃石斧、磨製石包丁、叩き石、管玉未製品など数多くの種類が出土してい

る。また溝の底面部分と、断面観察用の畦の１８層中から炭化米が出土している。

ここでＳＤ０１出土土器図化資料全体の器種構成比を見てみると、甕：３５％、壷：２１．６％、高

坏・器台類：８．７％、鉢：２．８％、蓋１．３％、底部片２２．５％、脚部片５％、小型土器１．３％、その他

１．８％という割合になる。甕・壷・高坏数の割合が低いものになっているのは、底部・脚部片に

ついてそれぞれ分類を行なわず、別項目として処理したためで、実際は他の報告例と、大差のな

い値になると思われる。

ＳＫ０１

調査区中央部のＡ -２区に位置しており、南北方向にやや長い楕円形を呈している。上端での

長径は３．０ｍ、短径が２．６ｍ、深さは検出面から０．５ｍを測る。１０・１１層は９層の黒褐色粘土層と地

山質砂の交互堆積となっている。土器の図化資料は８点のみで、その出土位置は大きく２つに別

れられる。９層以下の底に近い部分から出土しているのが、２１９～２２２である。２２０は、口径１７．０ｃｍ

を測り、有段の口縁部分に擬凹線が巡っている。また２２１は有段口縁の壷片である。また２２３～

２２ｆ５はほぼ４層から上の部分からの出土であり、いずれも、土師質の椀である。４点中３点は内

面に黒色処理を施された有台椀であり、口径１５ｃｍ前後、底径６～６．７ｃｍを測り、器高も６ｃｍ前後で

まとまりをみせているようである。台部はやや外側に広がり、内湾した体部から口縁部分はその

ままのびている。また２２６は無台の椀で、口径約１３ｃｍ、底径５．０ｃｍを測り、底部裏面には糸切り痕

が確認できる。下層から出土している弥生

土器に関しては概ね、ＳＤ０１の時期幅におさまると考えられるが、上層から出土した土師器椀類

は明らかに時期の異なるものである。またこのＳＫ０１の覆土中から土錘が６点出土しており、そ

の内５点は上層中からのものである。
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ＳＫ０１覆±
１．両茶褐色帖賢 ±
２．濁茶色弱帖黄土（炭粒・土咎含む）
３．暗黄茶色砂
４．暗茶色土
５，濁略黄茶色砂
６．濁暗茶色土

第２２図ＳＫ０１・０２・０３平面・断面図（１／６〔〕）

２２１

２２２

’ 幌 万 隅 竪 瓦
‰ｓ

ＳＫ０２

２１９

２２４

ＳＫ０３覆±
１．濁茶栂色帖賢 ±
１ ’．やや赤昧おびる
２ ． １ と 濁 黄 色 砂 混 合 層
３．暗黄茶色砂と１の混合層
３ ’．３とほぼ同じ
４．略茶色 ±
５．啼栂色粘質 ±
６．黒褐色帖土と啼黄色砂の交互堆積層
７．凧栂色帖上

７。暗茶褐色粘 ±
８．６に濁黄色砂混入
９．黒褐色粘 ±
１０．暗茶色上と濁黄茶色砂混合層と

９の交互堆積層
ｎ．濁黄色砂と黒褐色帖土の混合層
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第２４図ＳＫ０４・ＰＩ平面・断面図（１／６０）
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易 易

ＳＫＯ４観±
１．濁灰茶褐色粘 ±
１ ’．１よりやや檀色が強い
２．暗茶栂色弱帖質 ±
３．嗜灰茶褐色弱帖賢 ±
４．３と濁緑黄色砂混合層
５．濁緑黄色砂と濁黒栂色弱帖貧土

の交互堆積層
６．５より黄色昧が強い混合層
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第２５図ＳＫ０４出土土器実測図（１／３）

２３４

１０ｃｍ

第２６図その他の出土土器実測図（１／３）

ＳＫ０２

Ａ-３区に位置し、東側をＳＫ０１の上端に切られている。東西方向に長い楕円形を呈しており、

長径１．１ｍ、短径０．７ｍを測り、深さは０．１６ｍを測る。３点を図化掲載したが、全形のわかる資料は

ない。２２７は、口径１５ｃｍを測る甕である。口縁部はくの字状を呈し、端部がやや外反する。口唇

部分には竹管文が施され、肩部には斜行短線文や扇状文が確認できる。２２８はくの字状口縁の端

部に刻み目が施され、口径は１３．５ｃｍを測る。２２９は脚付壷の体部であると思われ、竹管文が施さ

れる。出土遺物からみて、本遺構は今回の調査区の中では最も古いものであるとおもわれる。

ＳＫ０３

Ａ一２区に位置し、南側をＳＫ０１の上端に切られている。遺構の北側半分は調査区域外となっ

ているので、正確な形状は不明である。東西径は０．９６ｍを測り、深さは０．３ｍを測る。土器はあま

り含まれておらず、土師器の有台椀１点のみの掲載となった。２３０は内面に黒色処理がなされ、

底径は８．６ｃｍを測る。またこの他、熱を受け外面に煤の付着した喋などが出土している。ＳＫ０１

の上層部分とほぼ同じ時期の遺構である。

ＳＫ０４

Ｂ -３区に位置し、隅丸長方形を呈すると思われるが、南側部分が調査区域外となっており、

詳細は不明である。検出部分での深さは検出面から０．２５ｍを測る。出土遺物は細片が多く、図化
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できたのは［：：１径２２ｃｍを測る高坏（２３１）１点

のみである。

そ の 他 の 遺 構

ＳＸ０１

調 査 区 の 西 端 Ａ - ３ 区 に 位 置 す る 。 東 西

方 向 に 長 い い び つ な 楕 円 形 を 呈 す る よ う で

あ る が 、 西 側 部 分 が 調 査 区 域 外 と な って い

るため不明である。南北径が２ｍを測るが、

深さはわずか６ｃｍ程である。遺構覆土は暗

茶 灰 色 を 呈 し 、 第 ８ 図 に お ける 第 ２ 層 よ り

や や 暗 い 。 土 器 細 片 が 出 土 し た が 、 図 化 可

能な口頚・底部は含まれていない。土錘が２

点出土している。

Ｐｉｔ-１

Ｂ - ３ 区 に 位 置 す る 。 遺 構 の 南 側 半 分 を

排 水 溝 に よ って 切 ら れ た た め 、 全 形 は 不 明

であるが、径４６ｃｍ、深さ２８ｃｍで円形を呈す

るものと思われる。土器細片が出土したが、

図化可能な資料は含まれていない。

ＳＤ０２

Ａ ・ Ｂ ３ 区 に 位 置 し 、 南 北 方 向 に の び て

いる。４１１ａ２８ｃｍ程で、深さは５ｃｍ程と浅いも

の で あ っ た 。 覆 土 は 濁 灰 色 粘 土 の 単 層 で、

出 土 遺 物 も な い 。 遺 構 覆 土 か ら 、 近 代 以 降

のものであると判断しておく。

そ の 他 、 小 穴 が 数 基 検 出 さ れ た が 、 いず

れも 浅 く 遺 構 覆 土 な ど か ら 見 て 近 代 の も の

と判断し、図化掲載は行っていない。

土製品・石製品

土製品は土錘９点と、紡錘車が１点出土している。

土錘（２３５～２４３）

土錘を出土地点ごとに見てみると、ＳＤ０１から１点、ＳＫ０１から６点、ＳＸ０１から２点という

内訳になる。形状については、管状の両端がやや細くなっている紡錘形のものが８点と大部分を

占め、球状で珠算玉形のものが１点である。ＳＤ０１からはこの球状の２３５が上部から出土してい

る。孔の両端部は一部欠損しているが未調整であり、ほぼ完形のものである。またＳＫ０１からは

６点が出土しており、それらの出土位置については、断面観察用の畦の９層から出土した２３８を
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除いては全て上層からの出土である。２３７は全形のわかる資料で体部長が径の３．６倍と細長く、孔

両端部には調整による平坦面が確認できる。これを含めて、ＳＫ０１から出土した６点のうち孔端

部は半数の６ケ所が残存しており、そのうち４ケ所には調整による平坦面が確認できる。またＳ

Ｘ０１から出土した２４２は、孔両端部が残存しており、そのうちの一方には調整による平坦面が認

められ、もう一方は未調整のままで使用痕が残る。今回出土した紡錘形の土錘は径１．５ｃｍ前後

にまとまりを見せている。

紡錘車（２４４）

土製紡錘車はＳＤ０１の上部から出土しており、土器片を円形に整形して製作されている。直径

３．５ｃｍ重量７．３ｇを測り、周縁部はあまり丁寧ではないが研磨されている。穿孔は両側から行なわ

れており、孔端面が両側とも外に開いている。

石製品については、図化掲載資料はすべてＳＤ０１からの出土である。

玉未製品（２４５）

ＳＤ０１の上部の下からの出土である。板状剥片の短軸方向の両面に、擦り切り痕が確認できる。

この擦り切り痕は残在部で幅、深さともに１ｍｍ未満である。全面がおおむね平坦であるが研磨

痕は確認できない。

磨製石斧、（２４６～２５１）

６点を図化掲載した。刃幅は６～７ｃｍにまとまりを見せると思われるが、全形のわかる資料は

ない。２５０は、大型蛤刃で、先端には使用痕が残る。また２４７と２４８は先端部分が欠落しているが、

敲打によると思われる使用痕が確認でき、２次的な利用がうかがえる。また２４９は、一部に研磨

痕が残るが、未製品のまま、叩き石として使用されたと思われる。２５１は柱状片刃の未製品であ

り、全長１１．４ｃｍを測り、先端から６ｃｍ程の所に幅２ｃｍの台形様の挟りが入っている。この挟りの

入っている内面は研磨されており、基底部分は一部欠損している。

叩き石（２５２、２５３、２５４）

２５３、：２５４は叩き石であり、双方共に周縁部に使用痕が確認できる。２５４には両面中央に、２５３に

は片面中央部に、敲打によると思われる径３ｃｍ程の凹みが確認できる。２５２は珪質岩で、やはり

周縁部には使用痕が確認できる。

石包丁（２５５、２５６）

２５５、２５６は磨製の石包丁である。共に欠損しており、全形はわからない。２５６は両面共に全形

を研磨されており、刃の部分はゆるやかなカーブを描いているようである。２５５は刃の部分にの

み両面に研磨痕が残っている。２５６と比べると、刃の部分は直線的である。

図化掲載を行った石製品中、出土位置のわかっているものはすべて上部の下を含む上部からの

出土である。
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第 ３ 節 ． 小 結

通算で第１７次を数える今回の発掘調査が行われた調査区域は、面積も小さく、遺構の密度も高
くはなかったが、この調査区の北東隅からは大溝の一部が検出されており、その中からは多量の
遺物が出土している。この大溝は既往の調査では第６次にあたるＩ調査区で確認されているＩ-
３号溝に直接つながっているものである。今回の調査でこの大溝から出土した土器を見てみると、

量比的には多くはないが、口縁部や肩部に斜行短線文の施されているものなどが含まれており、
これを根拠として、この大溝が機能していた時期の上限は、弥生時代の中期後半に求めることが
できる。

また、今回の出土土器の中にも近江系のものや、東日本系の土器がわずかながら混入しており、

遠方との交流の一端をうかがい知ることができる。
この大溝より出土した多量の遺物の中には、石製品や炭化米なども含まれている。以前より豊

富な石製品の未製品や、原石類が出土することが知られている当遺跡であるが、今回の発掘調査
でも磨製石斧の未製品や、管玉の未製品が出土している。また昨年、国史跡指定地内において、

吉崎・次場弥生公園が開園し、その開園記念の特別展示が行われた。その特別展示の準備のため、
吉崎・次場遺跡において行われた過去の発掘調査により、出土した遺物の整理および再調査を行

ったところ、板状鉄斧や、鋳型類の存在が明らかになった。これらのことからも、高い技術をも
った工作者集団が存在していたと思われる。
近年の発掘調査により、徐々に当遺跡における集落域の構造が明らかになりつつあるが、今回

の発掘調査においても、居住区域を区画している排水施設が確認されたことにより、また少し集

落域の構造が明らかになった。今後の調査を通じて、さらなる進展を期待したい。
最後に、これまで簡単に調査の成果を述べてきたが、筆者の勉強不足で、不備な点が多々ある
ことに深く反省している。また、本報告書を作成するにあたって、久田正弘・安英樹両氏をは

じめとする様々な方々に御教授をいただいた。深く感謝する次第である。

＜参考・引用文献＞

「吉崎・次場遺跡」県営ほ場整備事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書第１分冊（資料編（１））・
第２分冊（資料編（２）ｙ１９８７・８８石川県立埋蔵文化財センター

「吉崎一次場遺跡」第１３次発掘調査１９９４石川県羽咋市教育委員会
「羽咋市内遺跡発掘調査報告」吉崎一次場遺跡第１６次一住宅建設にともなう発掘調査報告書

１９９８石川県羽咋市教育委員会
「史跡吉崎・次場遺跡整備事業報告書」史跡等活用特別事業（ふるさと歴史の広場）１９９９

石川県羽咋市教育委員会



ゾ１：：第４・５・６表市内遺跡発掘調査（２０００）

つ つ 。 、 吉 崎 ・ 次 場 遺 跡 第 １ ７ 次 調 査
ト 出 土 遺 物 観 察 表

挿図番号挿図・写真図版・本文中の遺物番号で通し番号
とした。

出土地点基本的に上段に出土遺構名、下段に取り上げ地
点を記入している。

計測値Ａ：□径、Ｂ：頚部径、Ｃ：体部最大径、Ｄ：底
径、Ｅ：頚部高、Ｆ：体部高、日：器高で土器の
形態を示した。Ａ・Ｄ・Ｈ以外は特記欄に掲載
した。

残 存 量 □ 縁 部 の 残 存 率 を ２ ４ 分 割 で 示 し た 。 （ ） 内 の
数値は底部の残存を示す。

成形・調整主として器面内外の調整を□頚部、体部にね
けて記入した。

色 調 『 新 版 標 準 土 色 帳 』 を も と に 以 下 の ５ グ ル ープ
に分けた。（）内は構成比。
ａ：赤色系統-赤疸・赤灰色等（９．４％）

ｂ：黄疸色系統一浅黄疸色等（４８．２％）
Ｃ：黄褐色系統一黄褐・灰褐色（９．４‰
ｄ：黄色系統一灰白・浅黄色（３２．５％）

ｅ：灰色系統一暗灰色（０．５％）
胎 土 海 面 骨 片 、 長 石 、 石 英 粒 に つ い て 、 そ の 大 き さ

と量を、裸眼とスコープ（１０×）で観察した。

大きさは０．５～２．０ｍｍをＭとしそれ以上をしそ
れ以下をＳとし、量は全体を主観的に通有量と
思われるものを基準（３）に、５：非常に多い、
４：多い、２：少ない、１：非常に少ないと表

記した。
特記事項文様、記号などその他の観察事項を記入した。



吉崎一次場遺跡出土土器観察表１

吉崎・次場遺跡第１７次調査３９

挿図
番号

出土
地点 器種

計 測 値 残存量
（／２４）

成 形 ・ 調 整
色調 胎 土

ＬＭＳ
特 記 事 項
文様・記号・煤の有無・詳細計測値口径（Ａ）底径（Ｄ）器高（Ｈ） 部位外面／内面

１ ＳＤ０１
畦上部 甕 １ ３ ． ６ - - ２ □ 頚部ハケ→ナデ／ハケ→ナデ ｄ

長 ： １ ３ ４
石 ： - ２ ３
海 ： 一 一 ２

目縁部外面：剣突文

２ ＳＤ０１
上部 甕 ２ ６ ． ８ 一 一 ２ □頚部ハケ→ナデ／ナデ ｄ

長 ： １ ２ ３
石 ： - ３ ２
海 ： 一 一 １

口唇端部：刻み目
口縁部内面：刺突文２列

３ ＳＤ０１
上部・酉 甕 １ ４ ． ８ - - ６ 口頚部体部ハケ／ナデ ｂ

長 ： ２ ２ ３
石 ： １ ２ ２
海 ： - １ ２

口唇部下端と肩部：刺突文
外面煤付着Ｂ：１３．１Ｅ：２．２

４ ＳＤ０１
上部 甕 １９．０４．６２８．２ ２１（２４） □頚部ナデ／ナデ

体節ハケ／ケズリ ｂ
長 ： １ ３ ４
石 ： １ ３ ３
海 ： - ４ ４

目縁部：擬凹線、屑部：刺突文
Ｂ：１６．０Ｃ：２２．２Ｅ：３．１Ｆ：２５．１

５ ＳＤ０１
上部 甕 - - - ２ □頚部ナデ／ナデ ｂ

長 ： １ ３ ２
石 ： ２ ３ ４
海 ： - ３ ３

□ 縁 部 ： 擬 凹 線 ９ 条
Ｅ：４．２

６ ＳＤ０１
上部東 甕 １ ７ ． ６ - - ２３

□頚部ナデ／ナデ
体部ハケ／ケズリ ｄ

長 ： ３ ２ ３
石 ： ３ ４ ４
海 ： - ４ ４

口 縁 部 ： 擬 凹 線 ５ ～ ６ 条
Ｂ：１６．２Ｅ：３．２

７ ＳＤ０１
上部 甕 一 - - ２ 口頚部ナデ／ナデ ｄ

長 ： ２ ３ ３
石 ： １ ２ ２
海 ： - ２ ２

口縁部：擬凹線６条

８ ＳＤ０１
上部西 甕 １ ４ ． ８ - - ３ □頚部ナデ／ナデ

体部ハケ／ケズリ ｄ
長 ： １ １ ２
石 ： １ ３ ３
海 ： １ ３ ４

□縁部：擬凹線か
外 面 ： 煤 付 着
Ｂ：１１．４Ｅ：２．７

９
ＳＤ０１
上部 甕 - - - ３ 口頚部ナデ／ナデ ｄ

長 ： １ ２ ２
石 ： １ ３ ３
海 ： - ３ ４

口縁部：擬凹線
外面煤付着

１０
ＳＤ０１
上部東 甕 １７．０２．０２１．９ ２４（２４） □頚部ナデ／ナデ

体部ハケ／ケズリ ｄ
長 ： １ ３ ３
石 ： １ １ ２
海 ： - ４ ５

□ 縁 部 ： 擬 凹 線 ５ 条
外 面 煤 付 着
Ｂ：１４．６Ｃ：１９．８Ｅ：２．９Ｆ：１９．０

１１
ＳＤ０１
上部西 甕 １ ５ ． ０ - - ４ □頚部ナデ／ナデ ｂ

長 ： ３ ３ ４
石 ： ２ ２ ３
海 ： - ３ ４

外 面 ： 煤 付 着
Ｂ：１３．１Ｅ：２．４

１２ ＳＤ０１
上部西 甕 - １ ． ４ - （２４） 体部ハケ／ケズリ ｂ

長 ： １ ２ ２
石 ： １ ３ ３
海 ： - ３ ４

外 面 ： 煤 付 着
Ｂ：１３．９Ｃ：１６．４Ｆ：１５．５

１３ ＳＤ０１
上部 甕 １ ３ ． ３ 一 一 １６

口頚部ナデ／ナデ
休部ハケ→ナデ／ナデ ｄ

長 ： １ １ ２
石 ： １ ２ ２
海 ： 一 一 ２

外面：煤か？
Ｂ：１１．０Ｅ：２．５

１４
ＳＤ０１
Ｐ-２２
上 部 東

甕 ２ ３ ． ０ - - ２ 口頚部ナデ／ナデ ｄ
長 ： １ ２ ３
石 ： ２ ３ ３
海 ： - ４ ５

Ｂ：２１．１Ｅ：３．２

１５
ＳＤ０１
上部 甕 ２ １ ． ８ - - ２ 口頚部ナデ／ナデ ｂ

長 ： ３ ４ ５
石 ： ２ ４ ４
海 ： 一 一 ２

１６
ＳＤ０１
Ｐ-１０
上部

甕 ２ ０ ． ０ - - １１
□頚部ナデ／ナデ
体部ハケ→ナデ／ナデ ｄ

長 ： ２ ３ ４
石 ： ３ ４ ４
海 ： - ３ ４

Ｂ：１７．２Ｅ：４．１

１７
ＳＤ０１
Ｐ-２２
上 部 東

甕 １ ６ ． ６ - - ３ 口頚部ナデか？ ｄ
長 ： ３ ３ ２
石 ： ３ ３ ２
海 ： - ２ ３

Ｂ：１４．６Ｅ：３．０

１８ ＳＤ０１
上部 甕 ２ ３ ． ２ - - ２ 口頚部ナデ／ナデ

体部ナデ／ケズリ Ｃ
長 ： ３ ３ ３
石 ： １ ２ ３
海 ： 一 一 ２

Ｂ：２０．２Ｅ：２．６

１９
ＳＤＯＩ
Ｐ-７
上 部

甕 - - - ３ 口頚部ナデ／ナデ
体部ハケ／ケズリ ｂ

長 ： ３ ３ ４
石 ： ２ ２ ２
海 ： 一 一 ２

Ｅ：３．４

２０ ＳＤ０１
上部酉 甕 １ ４ ． ４ - - ５ 口頚部ナデ／ナデ

体部ハケ／ケズリ ｂ
長 ： ３ ２ ２
石 ： ４ ２ ２
海 ： - ３ ４

外 面 煤 付 着
Ｂ：１２．６Ｃ：１５．７Ｅ：２．５



４０

吉崎・次場遺跡出土土器観察表２

挿図
番号

出土
地点 器種

計 測 値 残存量
（／２４）

成 形 ・ 調 整
色 調 胎 土

ＬＭＳ
特 記 事 項
文様・記号・煤の有無・詳細計測値口径（Ａ）底径（Ｄ）器高（Ｈ） 部 位 外 面 ／ 内 面

２１ ＳＤ０１
上部束 甕 - - - ２ 口頚部ナデ／ナデ ｂ

長 ： - １ ２

石 ： - ３ ３
海 ： - - ２

２２ ＳＤ０１
上部 甕 １ ４ ． ４ - - ４ 口頚部ナデ／ナデ ｂ

長 ： ２ ３ ３
石 ： ２ ４ ４
海 ： - ４ ４

外面：煤付着

２３ ＳＤ０１
上部 甕 １ ４ ． ２ - - ４

口頚部ナデ／ナデ
休部ハケ／ケズリ ｂ

長 ： １ ２ ２
石 ： ３ ３ ４
海 ： 一 一 ２

外 面 ： 煤 付 着
Ｂ：ｎ．１Ｅ：３．２

２４ ＳＤ０１
上部 甕 - - - ３ 口頚部ナデ／ナデ

休部ハケ→ナデ／ナデ ｄ
長 ： ２ ３ ３
石 ： １ ２ ２
海 ： - ２ ３

Ｅ：２．６

２５
ＳＤＯＩ
上部西 甕 １ ９ ． ２ - - ２ 口頚部ナデ／ナデ ｂ

長 ： １ ２ ３
石 ： ２ ３ ４
海 ： 一 一 ２

２６ ＳＤ０１
上部西 甕 １ ４ ． ３ - - ６ □頚部体部ナデ？ ｂ

長 ： １ ３ ３
石 ： １ ２ ２
海 ： - ２ ３

Ｂ：１２．６Ｅ：１．６

２７ ＳＤ０１
上部西 甕 １ ２ ． ７ - - １７ □頚部ナデ／ナデ

体部ハケ／ナデ ｄ
長 ： ２ ２ ３
石 ： ３ ３ ４
海 ： - ２ ４

外 面 ： 煤 付 着
Ｂ：１０．８Ｅ：１．９

２８ ＳＤＯＩ
上部 甕 ２ ０ ． ８ - - ２ 口頚部ナデ／ナデ ｄ

長 ： ２ １ ２
石 ： ３ ２ ３
海 ： 一 一 ２

２９
ＳＤ０１
Ｐ-１８
上 部

壹 １ ９ ． ８ - - ７ 口頚部ナデ／ナデ ａ

長 ： ２ ４ ５
石 ： ３ ５ ５
海 ： 一 一 ２

口縁部：擬凹線６条

３０ ＳＤ０１
上部 壷 １ ３ ． ６ - - ３ □頚部ナデ／ナデ

頭部ハケ→ミガキ／ハケ Ｃ
長 ： ２ ２ ３
石 ： １ ２ ２
海 ： - - ３

Ｂ：１０．９Ｅ：１０．５

３１
ＳＤ０１
Ｐ-８
上 部

壹 １ ５ ． ２ 一 一 ４ 口頚部ナデ／ナデ ｄ
長 ： - １ ２
石 ： - ２ ２

海 ： 一 一 ２

３２ ＳＤ０１
上部 壷 １ ４ ． ５ - - ４ □頚部ナデ／ナデ ｄ

長 ： - ２ ２
石 ： ２ ３ ３
海 ： 一 一 ２

３３
ＳＤ０１
Ｐ-２０
上 部 西

壹 １ ２ ． ２ - - ４ □頚部ミガキ？／ナデ ｄ
長 ： １ ２ ３
石 ： - ２ ２
海 ： - ３ ３

Ｂ：１０．４Ｅ：２．５

３４ ＳＤ０１
上部 壹 １ ８ ． ０ - - ３ 口頚部ナデ／ナデ ｂ

長 ： １ １ ３
石 ： １ ２ ２
海 ： - ３ ４

３５ ＳＤ０１
上部 壷 ２ ０ ． ２ - - ２ □頚部ナデ／ナデ ｄ

長 ： ２ ３ ４
石 ： ２ ２ ２
海 ： 一 一 ２

Ｂ：１２．８

３６ ＳＤ０１
上部東 壹 １ ８ ． ８ - - ４ 口頚部ナデ／ナデ

体部ハケ／ナデ ｄ
長 ： ２ ３ ４
石 ： ３ ３ ３
海 ： 一 一 ２

Ｂニ１４．３Ｃ：２４．２Ｅ：５．３

３７ ＳＤ０１
上部 壷 １ ２ ． ８ - - ３ □頚部ミガキ／ミガキ ｂ

長 ： ２ ３ ３
石 ： １ ２ ２
海 ： 一 一 ２

３８
ＳＤ０１
Ｐ１５
上部

壹体部 - - - - 体部ミガキ／ナデ ｄ
長 ： - １ ２

石 ： - １ ３
海 ： 一 一 ２

Ｃ：１３．６

３９ ＳＤ０１
上部 壹 ２ １ ． ８ - - ５ □頚部ハケ→ナデ／ハケ→ミガキ ｄ

長 ： ２ ２ ４
石 ： ２ ３ ３
海 ： - ２ ３

４０ ＳＤ０１
上部 壹 １ ７ ． ８ - - ３ □頚部ミガキ／ミガキ ｄ

長 ： ２ １ ３
石 ： １ ２ ３
海 ： 一 一 ２

外面一部赤彩？



吉崎・次場遺跡出土土器観察表３

吉崎一次場遺跡第１７次調査４１

挿図
番号

出土
地点 器種

計 測 値 残存量
（／２４）

成 形 ・ 調 整
色 調 胎 土

ＬＭＳ
特 記 事 項
文様・記号・煤の有無・詳細計測値口径（Ａ）底径（Ｄ）器高（Ｈ） 部 位 外 面 ／ 内 面

４１
ＳＤ０１
上部東 壹 １ ６ ． ８ - - ２ □頚部ナデ／ミガキ？ ｄ

長 ： - ２ １

石 ： - ２ ３
海 ： 一 一 １

目縁部：擬凹線３条

４２ ＳＤ０１
上部 壷 １０．８６．０２３．７ １６（２４） □頚部ナデ／ナデ

体部ハケ／ハケ ａ
長 ： １ ２ ２
石 ： ２ ３ ３
海 ： 一 一 ２

□縁部：擬凹線３条
外面煤付着
Ｂ：１０．２Ｃ：１６．９Ｅ：６．１Ｆ：１７．６

４３ ＳＤ０１
上部 壹 １３．０５．２２５．０ １８（２４） 口頚部ハケ→ナデ／ハケ

体部ハケ→ナデ／ハケ
ｂ

長 ： １ ２ ３
石 ： ２ ３ ４
海 ： 一 一 ２

目縁部及び体部の一部赤彩か？
Ｂ：１２．４Ｃ：１８．９Ｅ：５．３Ｆ：１９．７

４４
ＳＤ０１
Ｐ８
上部

壹 １ １ ． ４ - - ２ 口頚部ナデ？／オサエ ｄ
長 ： １ ２ ２
石 ： ３ ３ ３
海 ： 一 一 ２

Ｂ：１０．２Ｅ：３．４

４５
ＳＤ０１
Ｐ２１
上部

無類壹 １ １ ． ８ - - ２ □頚部ナデ？／ナデ？ ｂ
長 ： - ２ ５
石 ： - ２ ４

海 ： 一 一 ３

□ 縁 部 ： 穿 孔 ２ 個 一 対

４６
ＳＤ０１
上部 底部 - ６ ． ２ - （２４） 休部ハケ／ハケ ｄ

長 ： ２ ２ ２
石 ： ３ ３ ３
海 ： 一 一 ２

４７ ＳＤ０１
上部 底部 - ５ ． ０ - （２４） 体部ハケ／ハケ ｂ

長 ： ２ ２ ３
石 ： ３ ３ ４
海 ： - ２ ３

４８ ＳＤ０１
上部

底部
壷？

- ４ ． ８ - （２０） 体部ミガキ／ナデ ｂ
長 ： ３ ３ ３
石 ： ４ ４ ３
海 ： - ２ ２

４９
ＳＤ０１
Ｐ２１
上部

底部 - ３ ． ８ - （２４） 体部ハケ／ハケ ｄ
長 ： ２ ３ ３
石 ： ３ ４ ４
海 ： 一 一 １

５０
ＳＤ０１
上部 底部 - ３ ． ６ - （２２） 体部ケズリ

／ナデ ｂ
長 ： ３ ２ ３
石 ： ３ ３ ４
海 ： - ３ ４

５１ ＳＤ０１
上部 底部 - ６ ． ０ - （２４） 体部ハケ／ハケ ｂ

長 ： ２ ３ ２
石 ： ２ ３ ３
海 ： - ２ ３

５２ ＳＤ０１
上部 底部 - ２ ． ８ - （２４） 体部ハケ／ナデ ｂ

長 ： ３ ３ ３
石 ： ２ ２ ３
海 ： - ３ ４

底部穿孔

５３ ＳＤ０１
上部 底部 - １ ２ ． ４ - （６） 体部ハケ／ナデ ｄ

長 ： １ ２ ３
石 ： １ ２ ２
海 ： 一 一 ２

５４
ＳＤ０１
Ｐ１２
上部

底部 - ７ ． ７ - （７） 体部ハケ ／ オ サ エ ・ ナ デ ｄ
長 ： １ ２ ３
石 ： ２ ３ ３
海 ： 一 一 ３

５５
ＳＤ０１
ＰＩＩ
上部

底部 - ７ ． ６ - （７） 体部ハケ／ケズリ ｂ
長 ： ３ ４ ５
石 ： ３ ４ ４
海 ： - ２ ３

５６ ＳＤ０１
上部 底部 - ８ ． ０ - （５） 体部ハケ／ナデ？ ｄ

長 ： １ ２ ４
石 ： １ ３ ３
海 ： 一 - ２

５７
ＳＤ０１
Ｐ２２
上部

底部 - ５ ． ２ - （１８） 体節ハケ／ナデ ｄ
長 ： ４ ５ ４
石 ： ３ ３ ４
海 ： 一 一 ２

５８
ＳＤ０１
Ｐ１２
上部

底部 - ８ ． ０ - （４） 体部ミガキか？／オサエ ｂ
長 ： - ４ ４

石 ： - ３ ３

海 ： 一 一 ２

５９
ＳＤ０１
Ｐ１０
上 部

底部 - ７ ． ２ - （１２） 体部ハケ・オサエ／ナデ ｄ
長 ： １ ３ ３
石 ： ２ ３ ４
海 ： - １ ３

６０
ＳＤ０１
Ｐ１９
上部

底部 - ５ ． ３ - （１４） 体部マモウ／ナデ・オサエ ｄ
長 ： ２ ３ ４
石 ： ２ ２ ３
海 ： - ３ ３
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吉崎・次場遺跡出土土器観察表４

挿図
番号

出土
地点 器種

計 測 値 残存量
（／２４）

成 形 ・ 調 整
色調 胎 土

ＬＭＳ
特記事項

文様・記号・煤の有無・詳細計測値口径（Ａ）底径（Ｄ）器高（Ｈ） 部 位 外 面 ／ 内 面

６１
ＳＤ０１
Ｐ１９
上部

壷か？ - - - - 体 部 ハケ／ハケ ｂ
長 ： ４ ３ ２
石 ： ３ ３ ２
海 ： 一 一 ２

外面扇状文

６２ ＳＤ０１
上部 高坏 ３ ３ ． ０ - - ２ 坏部ミガキ／マモウ ａ

長 ： １ ２ ２
石 ： ２ ２ ３
海 ： - - ２

外面赤彩

６３
ＳＤ０１
Ｐ８
上部

高坏 - - -
- 外面：ミガキ（マモウ） ａ

長 ： １ ２ ２
石 ： ２ ２ ３
海 ： - ３ ４

Ｂ：３．２

６４ ＳＤ０１
上部 脚部 - 一 一 - 外面ミガキ（マモウ） ｄ

長 ： １ １ ２
石 ： １ ３ ４
海 ： 一 一 ２

６５ ＳＤ０１
上部 器台 - 一 一 - 脚部ミガキ／ケズリ ｂ

長 ： １ ２ ２
石 ： ３ ３ ４
海 ： - ３ ４

脚部：透かし孔、５ケ所
Ｂ：３．９

６６
ＳＤ０１
上部 高坏 - - -

- 外面ミガキ ｂ
長 ： １ １ １
石 ： １ ２ ３
海 ： 一 一 ２

Ｂ：４．３

６７ ＳＤ０１
上部 器台？ - １ ７ ． ７ - （１８） 脚部マモウ／ナデ ｄ

長 ： - ２ ３

石 ： - ３ ３

海 ： 一 一 ２

外面：擬凹線８条
透かし孔２ケ所（三方か）
底部裏面煤付着

６８
ＳＤ０１
上部 脚台部 - １ ８ ． ４ - （４） 脚部マモウ ｄ

長 ： - ２ ２
石 ： - ２ ３

海 ： 一 一 １

６９ ＳＤ０１
上部 脚台部 - １ ５ ． ４ - （３） 脚部ミガキ？／ナデ ｄ

長 ： - ２ ３

石 ： - ３ ３
海 ： 一 一 ２

透かし孔１ケ所

７０
ＳＤ０１
Ｐ１０
上部

脚付椀 １ １ ． ８ ６ ． ０ ６ ． ０ １１（２４） 休部ハケ→ナデ／ナデ ｂ
長 ： - １ １
石 ： - ２ ３
海 ： - ２ ３

７１
ＳＤ０１
Ｐ２０
上部

鉢 １ ８ ． ２ - - ４ 体部マモウ ｂ
長 ： １ ２ ２
石 ： - ３ ３
海 ： - １ ３

７２ ＳＤ０１
上部西 鉢 １ ８ ． ４ - - ３ 体部マモウ：ハケ？ ｂ

長 ： - １ ２
石 ： ２ ２ ３
海 ： - ２ ３

７３ ＳＤ０１
上部東 鉢か？ １ ４ ． ８ - - １ 体部マモウ／ケズリ？ ｂ

長 ： ２ ２ ３
石 ： ２ ３ ４
海 ： - ３ ３

７４ ＳＤ０１
上部の下 甕 ２ ５ ． ６ 一 一 ４ □頚部ナデ／ハケ→ナデ Ｃ

長 ： １ ３ ４
石 ： ２ ３ ３
海 ： 一 一 ３

目録部：刻み目

７５
ＳＤ０１
上部の下 甕 １ ８ ． ７ - - ６ □頚部ナデ／ナデ

体部ハケ／ケズリ？ Ｃ
長 ： １ ３ ３
石 ： ２ ３ ４
海 ： 一 一 ２

口縁部：擬凹線１０条
肩 部 ： く し 描 波 状 文
Ｂ：１６．８Ｅ：３．６

７６
ＳＤ０１
Ｐ１０１
上部の下

甕 １ ８ ． ６ - - ２４ 口頚部ナデ／ナデ
体部ハケ／ケズリ ａ

長 ： ４ ５ ５
石 ： ２ ３ ３
海 ： 一 一 ３

外面：煤付着
Ｂ：１６．１Ｅ：３．３

７７ ＳＤ０１
上部の下 甕 １ ６ ． ６ - - ２４ □頚部ナデ／ナデ Ｃ

長 ： ２ ３ ３
石 ： ２ ２ ３
海 ： 一 一 １

口縁部：擬凹線７条
Ｂ：１３．８Ｅ：３．７

７８ ＳＤ０１
上部の下 甕 １ ６ ． ８ 一 - ３ 口頚部ナデ／ナデ ｂ

長 ： １ ３ ４
石 ： ２ ３ ４
海 ： 一 一 ２

口縁部：擬凹線４条

７９
ＳＤ０１
Ｐ１０５
上部の下

甕 １ ５ ． ６ - - ４ 口頚部ナデ／ナデ
体部ハケ→ナデ／ケズリ Ｃ

長 ： ２ ２ ３
石 ： ２ ３ ３
海 ： - ３ ３

□ 縁 部 ： 擬 凹 線 ３ ～ ４ 条
Ｂ：１３．９Ｅ：２．４

８０
ＳＤ０１
Ｐ１０３
上部の下

甕 - - - Ｉ 口頚部ナデ／ナデ ａ

長 ： １ １ ２
石 ： ２ ２ ３
海 ： 一 一 １

Ｅ：３．９
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吉崎一次場遺跡第１７次調査４３

挿図
番号

出土
地点 器種

計 測 値 残存量
（／２４）

成 形 ・ 調 整
色 調 胎 土

ＬＭＳ
特記事項

文様・記号・煤の有無・詳細計測値口径（Ａ）底径（Ｄ）器高（Ｈ） 部 位 外 面 ／ 内 面

８１
ＳＤ０１
上部の下 甕 １ ８ ． ４ - - ２０ □頚部ナデ／ナデ

体部ハケ／ナデ ｄ
長 ： ２ ２ ２
石 ： ３ ３ ４
海 ： 一 一 ２

外 面 煤 付 着
肩 部 ： 刺 突 文
Ｂ：１５．２Ｃ：２２．６Ｅ：２．７

８２
ＳＤ０１
上部の下 甕 １ ６ ． ８ - - ３ 口頚部ナデ／ナデ ｂ

長 ： ２ ３ ４
石 ： ２ ２ ３
海 ： 一 一 ３

Ｂ：１３．５

８３ ＳＤ０１ 甕 １７．８４．８２６．０ ２４（２２） 口頚部ナデ／ナデ
体部スス／ケズリ ｄ

長 ： １ ２ ３
石 ： ２ ３ ３
海 ： 一 一 ２

外 面 ： 煤 付 着
肩 部 ： 剣 突 文
Ｂ：１４．５Ｃ：２０．４Ｅ：２．８Ｆ：２３．２

８４
ＳＤ０１
Ｐ１０５
上部の下

甕 １ ６ ． ６ - - ６ 口頚部マモウ ｂ
長 ： ３ ４ ４
石 ： ３ ３ ４
海 ： - ３ ３

Ｂ：１３．９Ｅ：３．６

８５
ＳＤ０１

Ｐ１０４・１０５
上部の下

甕 １ ７ ． ３ - - ７ 口頚部ナデ／ナデ ａ
長 ： ３ ３ ４
石 ： ３ ４ ５
海 ： - ３ ４

Ｂ：１５．９Ｅ：２．９

８６ ＳＤ０１
上部の下 甕 １ ４ ． ８ - - ２４ 口頚部ナデ／ナデ

休部ハケ／ハケ Ｃ
長 ： ２ ２ ３
石 ： ３ ３ ４
海 ： - ４ ５

外 面 ： 煤 付 着
Ｂ：１２．６Ｅ：２．４

８７
ＳＤ０１
Ｐ１０４
上部の下

甕 １ ３ ． ４ - - １４
口頚部ナデ／ナデ
体部ハケ／ナデ ｂ

長 ： ４ ５ ５
石 ： ４ ３ ４
海 ： - ２ ２

外 面 ： 煤 付 着
Ｂ：１２．４Ｅ：２．０

８８ ＳＤＯＩ
上部の下 甕 １ ６ ． ２ - - ９ 口頚部ナデ／ナデ

体部ハケ／ナデ Ｃ
長 ： １ ２ ２
石 ： １ ３ ３
海 ： 一 一 ２

外 面 ： 煤 付 着
Ｂ：１４．３Ｅ：３．２

８９
ＳＤ０１
Ｐ１０５
上部の下

甕 １ ６ ． ９ - - １０ 口頚部ナデ／ナデ
体部ハケ／ハケ ｂ

長 ： ２ ２ ２
石 ： ３ ３ ４
海 ： - ２ ３

外面：煤付着、
肩 部 ： 刺 突 文
Ｂ：１３．３Ｃ：２０．６Ｅ：２．８

９０
ＳＤ０１
Ｐ１０５
上部の下

甕 １ ３ ． ２ - - ２４
口頚部ナデ／ナデ
体部ハケ／ケズリ ａ

長 ： ３ ３ ４
石 ： ３ ３ ３
海 ： - ２ ３

外面煤付着、
肩 部 制 突 文
Ｂ：１１．０Ｃ：１７．６Ｅ：２．４

９１ ＳＤ０１
上部の下 甕 ２ ０ ． ６ - - ４ 口頚部ナデ／ナデ

体部ハケ→ナデ／ケズリ ｂ
長 ： ３ ２ ２
石 ： ３ ３ ３
海 ： 一 一 ２

外面煤付着、
Ｂ：１７．９Ｃ：２０．５Ｅ：１．９

９２
ＳＤ０１
Ｐ１０５
上部の下

底部 - ７ ． ６ - （２４） 体部ハケ→ナデ？／ハケ→ナデ ｄ
長 ： ２ ３ ４
石 ： １ ３ ５
海 ： 一 一 ３

９３
ＳＤ０１
Ｐ１０３
上部の下

甕 １ ６ ． ９ - - ２１ 口頚部ナデ／ナデ
体部ハケ／ハケ ａ

長 ： １ １ ２
石 ： １ ２ ２
海 ： - ３ ４

外面：煤付着、
Ｂ：１５．１Ｃ：２０．５Ｅ：２．７

９４
ＳＤ０１
Ｐ１０５
上部の下

甕 １ １ ． ４ - - ２４ 口頚部ナデ／ナデ
体部ハケ／ケズリ ｄ

長 ： ２ ３ ３
石 ： ３ ４ ３
海 ： - １ ２

外面：煤付着、
Ｂ：１０．７Ｃ：１４．５Ｅ：２．０

９５ ＳＤ０１
上部の下 甕 １ ５ ． ２ - - ３ 口頚部ナデ／ナデ ｂ

長 ： - ２ ４

石 ： １ ２ ２

海 ： 一 一 ２

外面：煤付着、
口縁部：刺突文

９６ ＳＤ０１
上部の下

壷か
底部

- ４ ． ２ - （４） 体部ハケ→ミガキ？／ケズリ ｂ
長 ： １ ２ ３
石 ： １ ２ ２
海 ： 一 一 ２

９７ ＳＤ０１
上部の下 底部 - ９ ． ６ - （２） 体部マモウ ｄ

長 ： ２ ３ ３
石 ： ３ ３ ４
海 ： 一 一 ２

９８ ＳＤ０１
上部の下 底部 - ５ ． ８ - （２４） 休 部 ハケ ／ ハケ ｂ

長 ： ２ ３ ３
石 ： ３ ４ ４
海 ： 一 一 ｌ

底部：穿孔

９９ ＳＤ０１
上部の下 底部 - ５ ． ８ - （２２） 体部マモウ ｂ

長 ： ２ ２ ２
石 ： ２ ３ ４
海 ： - - ３

１００
ＳＤ０１
Ｐ１０５
上部の下

底部 - ４ ． ５ - （８） 体部ハケ／ハケ ｂ
長 ： ２ ２ ３
石 ： ３ ３ ４
海 ： 一 一 ２
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挿図
番号

出土
地点 器種

計 測 値 残存量
（／２４）

成 形 ・ 調 整
色 調 胎 土

ＬＭＳ
特 記 事 項
文様・記号・煤の有無・詳細計測値口径㈲底径（Ｄ）器高（Ｈ） 部 位 外 面 ／ 内 面

１０１ ＳＤ０１
上部の下 底部 - ５ ． ８ - （１１） 体部ハケ→ナデ／ハケ ｄ

長 ： ２ ３ ３
石 ： １ ２ １
海 ： - １ ３

外面：煤付着

１０２ ＳＤ０１
上部の下 底部 - ５ ． ６ - （１４） 体部ミガキ？／ナデ ｂ

長 ： １ ２ ２
石 ： ２ ２ ３
海 ： 一 一 １

１０３ ＳＤＯＩ
上部の下 底部 - ４ ． ６ - （２４） 体部マモウ ｂ

長 ： ２ ３ ３
石 ： ３ ４ ５
海 ： 一 一 ２

１０４
ＳＤ０１
Ｐ１０１
上部の下

壹 ２ ６ ． ０ 一 一 ２４ 口頚部ハケ→ミガキ／ミガキ ｂ
長 ： ２ ２ ２
石 ： ３ ３ ４
海 ： - ２ ２

□縁部２個一対の半球状貼付六方向
中心に竹管状文、擬凹線４状

頚部：刻み目をもった凸帯貼付

１０５ ＳＤ０１
上部の下 壷 ２ ４ ． １ - - １ 口 頚部ハケ→ナデ／ハケ→ナデ ａ

長 ： １ １ ２
石 ： １ ２ ２
海 ： 一 一 ３

１０６ ＳＤ０１
上部の下 壷 ２ ２ ． ８ - - ５ □頚部ハケ→ナデ／ハケ→ナデ ｂ

長 ： １ ２ ３
石 ： １ ３ ３
海 ： - ２ ２

口縁部外面：竹管状文
頚部：ヘラ状具による直線文？

１０７
ＳＤ０１
Ｐ１０４
上部の下

壹 １ ５ ． ４ - - ７ 口頚部マモウ ａ
長 ： １ ２ ２
石 ： ２ ２ ２
海 ： - ３ ５

Ｂ：１０．８Ｅ：４．２

１０８ ＳＤＯＩ
上部の下 壷 １ １ ． ８ - - ３ □頚部ハケ→ナデ／ナデ ｄ

長 ： ２ ２ ２
石 ： １ ３ ４
海 ： 一 一 ２

１０９ ＳＤ０１
上部の下 壷 １ ３ ． ６ - - ８ 口頚部ナデ／マモウ ｂ

長 ： ２ ３ ４
石 ： ２ ４ ４
海 ： 一 一 １

□縁部内外面：刺突文
Ｂ：１３．０Ｅ：２．４

１１０
ＳＤ０１
Ｐ１０５
上部の下

壹 ８，０１６．０２８．１ １１（２２） □～体部ミガキ／ミガキ・ナデ
脚部ミガキ／ハケメ

ｄ
長 ： １ ２ ２
石 ： ２ ３ ３
海 ： - ２ ３

体部１ケ所取手状の貼付
脚部四方透し孔
Ｃ：１７．８

１１１ ＳＤ０１
上部の下 高坏 ２ ２ ． ８ - - ４ 坏部ミガキ／ミガキ

脚部ミガキ／- ａ
長 ： ２ ２ ２
石 ： ２ ３ ３
海 ： - ２ ２

内外面：赤彩
透かし孔３ケ所（四方）
Ｂ：５．４

１１２ ＳＤ０１
上部の下 高坏 - - - - 脚 部 ハケ→ミガキ／ハケ→ミガキ ｄ

長 ： ２ ２ ３
石 ： ２ ２ ２
海 ： - ２ ２

（Ｂ：５．０）

１１３ ＳＤ０１
上部の下

器台
か？

- - - -
脚 柱 部 ミガキ／一
脚台部ミガキ／ハケ→ミガキ？

ｂ
長 ： １ １ ２
石 ： １ ２ ２
海 ： 一 一 ４

脚台部：凸帯に擬凹線５条、
赤彩か？

２個一対の透かし孔（三方）Ｂ：４．６

１１４
ＳＤ０１
上部の下 器台 - １ ７ ． ０ - （３） 脚台部ハケ→ナデ／ナデ ｄ

長 ： １ ２ ２
石 ： １ ３ ４
海 ： 一 一 １

透かし孔２ケ所

１１５
ＳＤ０１
上部の下 脚部 - １ ４ ． ４ - （３） 脚部ミガキ／ケズリ・ナデ ｂ

長 ： ２ ２ ３
石 ： ２ ３ ４
海 ： - １ ３

Ｂ：４．４

１１６ ＳＤ０１
上部の下

脚部
器台？

- １ ３ ． ８ - （８） 脚部ミ ガ キ ／ ハケ → ナ デ ｂ
長 ： １ １ ２
石 ： ２ ２ ３
海 ： 一 一 ２

Ｂ：５．０

１１７
ＳＤ０１
Ｐ１０４
上部の下

鉢 １ ４ ． ４ - - ４ 体部ナデ／ナデ？ ｄ
長 ： １ ３ ３
石 ： １ ３ ４
海 ： 一 一 １

外面：煤付着

ｎ８ ＳＤＯＩ
上部の下 鉢？ １ １ ． ８ - - ４ 体部ハケ→ナデ／ハケ→ナデ ｂ

長 ： １ １ ３
石 ： １ ２ ３
海 ： 一 一 ２

１１９
ＳＤ０１
上部の下

小型
壹？ ８ ． ０ - - ９ 口頚部ナデ／ナデ ｂ

長 ： １ ２ ２
石 ： １ ３ ３
海 ： 一 一 Ｉ

Ｂ：６．４Ｅ：２．２

１２０ ＳＤ０１
下部西 甕 ２ １ ． ０ - - ３ □頚部ナデ／ナデ ｂ

長 ： ２ ３ ３
石 ： ２ ３ ４
海 ： 一 一 ２

口唇部下端：刻み目、
□縁部内面、２列刺突文「く」の字
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吉崎・次場遺跡第１７次調査４５

挿図
番号

出土
地点 器種

計 測 値 残存量
（／２４）

成 形 一 調 整
色 調 胎 土

ＬＭＳ
特 記 事 項
文様・記号・煤の有無・詳細計測値口径（Ａ）底径（Ｄ）器高（Ｈ） 部 位 外 面 ／ 内 面

１２１ ＳＤ０１
下部 甕 １ ９ ． ４ - - ４ 口 頚 部 ハケ／ハケ ｄ

長 ： - １ ３
石 ： １ ２ ３
海 ： 一 一 ２

□縁部内面：２列刺突文「く」の字

１２２ ＳＤ０１
下部酉 甕 １ ７ ． ８ - - ３ 口頚部ナデ／ナデ ｂ

長 ： - ２ ２
石 ： １ ３ ３
海 ： 一 一 １

外面：煤付着

１２３ ＳＤ０１
下部東 甕 １ ６ ． ８ - - ２ □頚部ナデ／ナデ ｂ

長 ： ３ ３ ４
石 ： ２ ２ ２
海 ： 一 一 ３

１２４ ＳＤ０１
下部 甕 １ ５ ． ０ - - １２ 口頚部ナデ／ナデ ｂ

長 ： ２ ３ ３
石 ： ３ ３ ４
海 ： - ４ ４

外面：煤付着、
Ｂ：１３．３Ｅ：２．７

１２５ ＳＤ０１
下部 甕？ １ ６ ． ６ - - ２ □ 頚部ハケ・ナデ／ナデ ｄ

長 ： １ １ １
石 ： - ２ ２
海 ： 一 一 ２

１２６ ＳＤ０１
下部 甕 １ ６ ． ８ - - ２ 口 頚部ハケ→ナデ／ハケ→ナデ ｄ

長 ： １ ２ ２
石 ： １ ３ ３
海 ： - - ３

（Ｂ：１３．４，Ｅ：３．０）

１２７
ＳＤ０１
Ｐ１１０
下部

甕 １ ５ ． ８ - - ３ 口頚部ナデ／ナデ
体部ハケ／ケズリ ｂ

長 ： １ ２ １
石 ： １ ２ ２
海 ： 一 一 ２

外面：煤付着、
Ｂ：１３．４Ｃ：１４．８Ｅ：１．９

１２８
ＳＤ０１
下部西 甕 - - - １

口 顕 部ハケ／ハケ→ナデ
体 部 ハケ ／ ハケ → ナ デ ｄ

長 ： １ １ １
石 ： ２ ２ ２
海 ： 一 一 ２

外面：煤付着、
Ｅ：３．０

１２９ ＳＤ０１
下部 甕 一 - - ３ 口 頚部ハケ→ナデ／ハケ→ナデ ｄ

長 ： １ ２ ２
石 ： ２ ３ ３
海 ： 一 一 ２

１３０
ＳＤ０１
Ｐ１０６
下部

壹？ １ ６ ． ２ - - ３ 口頚部ハケ／ナデ ａ

長 ： １ ２ ４
石 ： １ ２ ３
海 ： 一 一 ２

口縁端部：格子状の副突文

１３１
ＳＤ０１
Ｐ１５
下部

壷 １ ８ ． ０ - - ６ 口頚部ハケ→ナデ／ハケ→ナデ ｄ
長 ： １ ３ ３
石 ： １ ２ ３
海 ： - ３ ４

１３２ ＳＤ０１
下部 壷 １ ０ ． ６ - - ３ □頚部ハケ→ナデ／ナデ ｄ

長 ： １ ２ ２
石 ： ２ ３ ３
海 ： 一 一 ２

Ｂ：９．１Ｅ：３．１

１３３
ＳＤ０１
Ｐ１０７
下部

壷 ９ ． ０ - - ３ 口頚部ハケ→ナデ／ハケ→ナデ ｂ
長 ： ２ ３ ４
石 ： １ ３ ３
海 ： 一 一 ２

１３４ ＳＤ０１
下部東 底部 - ４ ． ０ - （２４） 体部ハケ／ナデ ｂ

長 ： ４ ４ ５
石 ： ４ ４ ４
海 ： 一 一 ３

１３５
ＳＤ０１
Ｐ５
下部東

底部 - ６ ． ７ - （１８） 体部ハケ→ミガキ／ハケ ｂ
長 ： ３ ３ ４
石 ： ３ ３ ３
海 ： 一 一 ２

１３６
ＳＤ０１
下部東 底部 - ６ ． ７ - （２３） 体部ハケ→ミガキ／ナデ ｄ

長 ： １ ２ ２
石 ： ３ ３ ４
海 ： 一 一 ２

底部裏面：植物遺体圧痕（モミか？）

１３７
ＳＤ０１
Ｐ１０６
下部東

底部 - ６ ． ２ - （１７） 体部ハケ→ナデ／ハケ ｂ
長 ： １ ２ ３
石 ： ２ ３ ３
海 ： 一 一 ３

１３８
ＳＤ０１
Ｐ５
下部束

器台 - - - - 脚柱部ミガキ／ハケ ｂ
長 ： ２ ３ ４
石 ： １ ２ ３
海 ： 一 一 ２

脚柱部：擬凹線４条
Ｂ：５．２

１３９ ＳＤ０１
下部 蓋 - ４ ． ０ - （３） 体部ミガキ ａ

長 ： ２ ３ ３
石 ： ３ ３ ４
海 ： - ３ ３

１４０ ＳＤ０１
下部 体部 - - -

- 体部ナデ？／ナデ ｂ
長 ： ２ ３ ４
石 ： １ ２ ２
海 ： 一 一 ２

ヘラ状具による文様、刺突文？
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挿図
番号

出土
地点 器種

計 測 値 残存量
（／２４）

成 形 ・ 調 整
色 調 胎 土

ＬＭＳ
特 記 事 項
文様・記号・煤の有無・詳細計測値口径（Ａ）底径（Ｄ）器高（Ｈ） 部 位 外 面 ／ 内 面

１４１ ＳＤ０１
一 括 甕 ２ ４ ． ６ - - ２ □ 頚部ハケ→ナデ／ナデ ｄ

長 ： - ２ ４

石 ： - ３ ３
海 ： 一 一 ２

口唇部：上下端刻み目、
口縁部内面、６条Ｉ単位の斜行短線
文２列

１４２ ＳＤ０１
一 括 甕 ２ ２ ． ８ - - １ 口頚部ナデ／ナデ ｄ

長 ： １ ２ ２
石 ： １ ３ ３
海 ： - ３ ３

外面：煤付着、
口縁部：刻み目

１４３ ＳＤ０１
一 括 甕 １ ８ ． ８ - - ２ □頚部ナデ／ナデ ｂ

長 ： ３ ２ ２
石 ： ３ ２ ３
海 ： 一 一 ３

目縁部外面：刺突文

１４４ ＳＤＯＩ
一 括 甕 １ ８ ． ０ - - １０

口頚部ナデ／ナデ
体部ハケ／ケズリ ｂ

長 ： ２ ２ ３
石 ： ２ ３ ４
海 ： 一 一 ２

□縁部：擬凹線６条
外 面 煤 付 着
Ｂ：１５．１Ｅ：３．１

１４５
ＳＤ０１
Ｂ１区
排水溝

甕 １ ８ ． ２ - - ２ 口頚部ナデ／ナデ Ｃ
長 ： - ２ １
石 ： １ ２ ３
海 ： 一 一 １

外面：煤付着
目縁部：擬凹線７条

１４６
ＳＤ０１
Ｂ１区
排水溝

甕 １ ６ ． ９ - - ５
口頚部ナデ／ナデ
体部ハケ→ナデ／ケズリ ｂ

長 ： ２ ３ ２
石 ： ２ ３ ３
海 ： - １ ３

□縁部：擬凹線８条
Ｂ：１４．９Ｅ：３．７

１４７ ＳＤ０１
西畦 甕 ２ ８ ． ０ - - ２４ □頚部ナデ／ナデ

体部ハケ／ケズリ・ハケ
ｄ

長 ： ３ ３ ３
石 ： ４ ３ ４
海 ： 一 一 ２

Ｂ：２６．０（Ｃ：３１．６）Ｅ：４．８

１４８ ＳＤ０１
ＢＩ区 甕 １ ５ ． ８ - - ３ 口頚部マモウ ｂ

長 ： - ２ ３
石 ： １ ２ ２
海 ： - ２ ２

Ｂ：１２，３Ｅ：３．３

１４９ ＳＤ０１
西畦 甕 １ ４ ． ２ - - ３ 口顕部ナデ／ナデ ｂ

長 ： １ ２ ２
石 ： １ ３ ３
海 ： - ３ ３

Ｂ：１２．２Ｅ：２．９

１５０ ＳＤ０１
西畦 甕 １ ４ ． ４ - - ８ □頚部ハケ／ハケ→ナデ体部ハケ／

ハケ → ナ デ ｄ
長 ： １ ２ １
石 ： ２ ３ ２
海 ： 一 １ ２

外 面 ： 煤 付 着
Ｂ：１２．８Ｃ：１７．５Ｅ：２．３

１５１ ＳＤ０１ 甕 １ ８ ． ２ - - ２ □頚部マモウ ｄ
長 ： ２ ３ ４
石 ： １ ２ １
海 ： 一 一 １

口縁部：擬凹線か？

１５２ ＳＤ０１ 甕 - - - ２ 口頚部ナデ／ナデ ｂ
長 ： ２ ２ ３
石 ： ２ ３ ３
海 ： - ２ ３

外面：煤付着

１５３
ＳＤ０１
Ｂ１区 甕 １ ９ ． １ - - ２ 口頚部ハケノハケ ｄ

長 ： １ ３ ２
石 ： - ２ １
海 ： 一 一 ２

外 面 ： 煤 付 着
（Ｂ：１５．６Ｅ：２．９）

１５４
ＳＤ０１
Ｐ-６
ＢＩ区

甕 １ ８ ． ４ - - ４
口頚部ナデ／ナデ体部ハケ／ナデ・
オサエ

ｄ
長 ： １ ２ ２
石 ： ２ ３ ４
海 ： 一 一 ３

Ｂ：１７．２Ｅ：２．３

１５５
ＳＤ０１
排水溝
Ｂ１区

甕 １ ７ ． ４ - - ２ 口頚部ナデ／ナデ ａ

長 ： １ １ ２
石 ： １ ３ ２
海 ： 一 一 ２

１５６ ＳＤ０１
西畦 甕 １ ４ ． ２ - - ３ 口頚部ナデ／ナデ ｂ

長 ： ２ ３ ３
石 ： - ２ ３
海 ： 一 一 ４

外面：煤付着
Ｂ：１２．４Ｅ：１．８

１５７ ＳＤ０１
西畦 壹か - - - ２ 口 頚部ハケ→ナデ／ハケ→ナデ Ｃ

長 ： １ ２ ３
石 ： １ ２ ２
海 ： 一 一 ２

１５８ ＳＤ０１
東 壷 １ ５ ． ４ - - ２ 口頚部ハケ／ナデ ｂ

長 ： １ ３ ２
石 ： ２ ３ ３
海 ： 一 一 １

口唇郡上下端：刻み目

１５９ ＳＤ０１
西 壷 １ ３ ． ４ - - ６ □頚部ミガキ／ミガキ ｂ

長 ： ２ ２ ３
石 ： ２ ３ ２
海 ： - ３ ３

目 縁 部 ： 内 外 面 赤 彩
Ｂ：９．４Ｅ：６．０

１６０ ＳＤ０１
東 壷 １ ３ ． ４ - - ４ 口頚部ミガキ／ミガキ Ｃ

長 ： １ １ １
石 ： ２ ２ ３
海 ： 一 一 ３

口縁部：内外面赤彩
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挿図
番号

出土
地点 器種

計 測 値 残存量
（／２４）

成 形 一 調 整
色 調 胎 土

ＬＭＳ
特 記 事 項
文様・記号・煤の有無・詳細計測値口径（Ａ）底径（Ｄ）器高（Ｈ） 部 位 外 面 ／ 内 面

１６１ ＳＤ０１ 壹 １ ２ ． ８ - - １１ □頚部ミガキ／ミガキ
体 部 ミ ガ キ ／ ハケ → ナ デ ｂ

長 ： - １ ２

石 ： - ２ ３
海 ： 一 一 ２

口 縁 部 ： 内 外 面 赤 彩
Ｂ：８．８Ｅ：３．３

１６２ ＳＤ０１
ＢＩ区 壷 一 - - １ 口頚部マモウ ｂ

長 ： １ １ ２
石 ： １ ２ １
海 ： - ３ ３

１６３ ＳＤ０１
Ｂ１区 壹 １ ２ ． ２ - - ２ □頚部ナデ／ナデ ｂ

長 ： １ ２ ２
石 ： ２ ３ ３
海 ： - １ ２

１６４ ＳＤ０１
西畦 壹 １ ０ ． ８ - - ８

口頚部ナデ／ナデ
体部ナデ／ナデ・オサエ ｄ

長 ： ２ ２ ４
石 ： ２ ２ ３
海 ： - - ３

Ｂ：９．１Ｅ：２．９

１６５ ＳＤ０１
西畦 壹 １ ３ ． ８ - - ３ 口 頚部ハケ→ナデ／ナデ ｄ

長 ： １ ２ ３
石 ： １ ３ ４
海 ： 一 一 ２

目縁部：刺突文
（Ｂ：９．８Ｅ：３．５）

１６６ ＳＤ０１
西畦 壷 - - - １ 口頚部ハケ／ナデ ｄ

長 ： １ ２ ３
石 ： ２ ３ ４
海 ： 一 一 ２

口縁部：擬凹線か？

１６７ ＳＤ０１
Ｂ１区 壷 １ ４ ． ８ - - ２ 口頚部ナデ／ナデ ｄ

長 ： １ ２ ２
石 ： １ ２ ３
海 ： - ２ ２

□縁部：波状文か？

１６８ ＳＤ０１
Ｂ１区 壷頚部 - - - -

口頚部ナデ／ナデ
体部ハケ→ミガキ／ナデ ｂ

長 ： １ ２ ２
石 ： ２ ３ ３
海 ： 一 一 ３

Ｂ：１２．４

１６９ ＳＤ０１
西畦 壷 １ ０ ． ３ - - ２４

口頚部ハケ→粗いミガキ／ハケ→ミ
ガキ
体部ハケ→粗いミガキ／ケズリ

ｂ
長 ： １ ２ ２
石 ： １ ３ ３
海 ： - - ３

Ｂ：１０．３Ｃ：１６．８Ｅ：７．８

１７０ ＳＤ０１ 壹 １ ６ ． ３ - - ２ 口 頚部ハケ→ナデ／ハケ→ナデ ａ
長 ： - ２ １
石 ： １ ２ １
海 ： 一 一 ２

１７１ ＳＤ０１ 壷 １ ４ ． ９ - - ４ □頚部ナデ／ナデ ｂ
長 ： - - ３

石 ： １ - ２
海 ： - １ ３

外 面 煤 付 着
（Ｂ：１２．０Ｅ：２．５）

１７２ ＳＤ０１
Ｂ１区 壹 １ ３ ． ４ - - ３ 口頚部ナデ／ナデ ｂ

長 ： ２ ３ ２
石 ： ３ ３ ３
海 ： - ３ ４

Ｂ：１０．８Ｅ：２．７

１７３ ＳＤ０１ 甕底部 - ４ ． ８ - （２４） 体節ハケ／ハケ ｂ
長 ： ２ ３ ２
石 ： ３ ３ ３
海 ： - ２ ３

内外面：煤付着

１７４ ＳＤ０１ 底部片 - ４ ． ６ - （２４） 体部ハケ→ミガキ？／ナデ ｂ
長 ： ２ ３ ４
石 ： ３ ３ ３
海 ： 一 一 ２

１７５ ＳＤ０１ 底部片 - ６ ． ８ - （２４） 体部ハケ→ミガキ／マモウ ｂ
長 ： ３ ３ ２
石 ： ２ ３ ４
海 ： 一 一 ２

１７６ ＳＤＯＩ 底部片 - １ ２ ． ０ - （１０） 体部ハケ→ミガキ／ハケ ｄ
長 ： - １ ４

石 ： - ２ ５
海 ： 一 一 １

内外面：煤付着

１７７ ＳＤＯＩ 底部片 - ８ ． ６ - （１４） 体部ハケ→ミガキ？／ナデ ｂ
長 ： ４ ３ ５
石 ニ ３ ４ ４
海 ： 一 一 ２

１７８ ＳＤ０１ 底部片 - ７ ． ８ - （４） 体部ハケ／ナデ ｂ
長 ： １ ２ ５
石 ： ２ ３ ３
海 ： 一 一 ３

１７９ ＳＤ０１ 底部片 - ８ ． ３ - （８） 体部ミガキ？／ナデ ｂ
長 ： ３ ４ ４
石 ： ４ ４ ５
海 ： 一 一 ２

１８０ ＳＤ０１ 底部片 - ７ ． ２ - （６） 体部ハケ／ナデ Ｃ
長 ： - １ ２
石 ： - ３ ２

海 ： 一 一 １
内外面：煤付着



４８

吉崎一次場遺跡出土土器観察表１０

挿図
番号

出土
地点 器種

計 測 値 残存量
（／２４）

成 形 ・ 調 整
色 調 胎 土

ＬＭＳ
特 記 事 項
文様・記号・煤の有無・詳細計測値口径㈲底径（Ｄ）器高（Ｈ） 部 位 外 面 ／ 内 面

１８１ ＳＤ０１ 底部片 - ６ ． ６ - （１４） 休部ハケ／ハケ Ｃ
長 ： ２ ３ ５
石 ： １ ４ ４
海 ： 一 一 １

内面：黒色

１８２ ＳＤ０１
Ｂ１区 底部片 - ６ ． ６ - （６） 体部ハケ／ハケ ｂ

長 ： ２ ３ ２
石 ： １ ２ ２
海 ： 一 一 １

１８３ ＳＤ０１ 底部片 - ４ ． ６ - （１２） 体 部 ハケ ／ ハケ ａ
長 ： ２ ３ ４
石 ： ２ ３ ３
海 ： 一 一 ２

外面：煤付着

１８４ ＳＤ０１ 底部片 - ４ ． ４ - （２４） 体部ハケ／ナデ ｂ
長 ： ２ ２ ２
石 ： ３ ３ ３
海 ： 一 一 ２

外面：煤付着

１８５ ＳＤ０１ 底部片 - ６ ． ２ - （６） 体部ナデ／ナデ・オサエ Ｃ

長 ： ２ ２ ４
石 ： １ ２ ３
海 ： 一 一 ２

１８６ ＳＤ０１
Ｂ１区 底部片 - ６ ． ２ - （７） 体部ハケ→ナデ／ハケ→ナデ ａ

長 ： ２ ２ ３
石 ： １ ２ ２
海 ： 一 一 ２

外面：煤付着

１８７ ＳＤ０１ 底部片 - ５ ． ８ - （１４） 体部ハケ／ケズリ？ ｄ
長 ： １ ２ ３
石 ： ３ ３ ３
海 ： 一 一 ２

１８８ ＳＤ０１
畦 底部片 - ６ ． ０ - （２４） 体部オサエ・ミガキ？／ナデ Ｃ

長 ： ２ ３ ２
石 ： ２ ３ ３
海 ： 一 一 ２

１８９ ＳＤ０１ 底部片 - ５ ． ０ - （２４） 体部マモウ ｂ
長 ： ２ ２ ２
石 ： ３ ３ ３
海 ： - ３ ５

１９０ ＳＤ０１ 底部片 - ６ ． ２ - （６） 体部ミガキ／ナデ ａ
長 ： １ ２ ２
石 ： ２ ３ ４
海 ： 一 一 ２

１９１ ＳＤ０１ 底部片 - ６ ． ２ - （８） 体部ミガキ／ナデ ｂ
長 ： ２ ３ ５
石 ： ３ ４ ４
海 ： 一 一 ２

１９２ ＳＤ０１ 底部片 - ４ ． ８ - （２４） 体部マモウ／ハケ ｂ
長 ： ３ ２ ２
石 ： ３ ３ ２
海 ： - ３ ４

１９３ ＳＤＯＩ 底部片 - ５ ． ０ - （２４） 体部ハケ／ハケ・ナデ ａ
長 ： ３ ４ ３
石 ： ２ ３ ３
海 ： 一 一 ２

外面：煤付着

１９４ ＳＤ０１ 底部片 - ３ ． ６ - （９） 体部ハケ／ナデ Ｃ
長 ： ３ ２ ４
石 ： １ ３ ３
海 ： 一 一 ２

１９５ ＳＤ０１
Ｂ１区 底部片 - ３ ． ９ - （３） 体部ハケ／ナデ ｄ

長 ： １ ２ １
石 ： ２ ３ ３
海 ： - ３ ３

１９６
ＳＤＯＩ
排水溝
Ｂ１区

底部片 - ３ ． ６ - （２４） 体部ハケ／ナデ ｄ
長 ： １ ２ ３
石 ： ２ ３ ３
海 ： 一 一 ２

１９７ ＳＤ０１ 高坏 ２ ５ ． ４ - - １４ 坏部：ミガキ／ミガキ ｂ
長 ： １ ２ ３
石 ： ２ ３ ３
海 ： １ ３ ４

内外面：赤彩

１９８ ＳＤ０１
西 高坏 ２ ５ ． ０ - - ３ 坏部：ハケ→ミガキ／ミガキ ｂ

長 ： １ ２ ２
石 ： １ ３ ３
海 ： - - ２

口縁部：赤彩

１９９ ＳＤ０１
東 高坏 ２ ３ ． ６ - - ２ 坏部マモウ／ミガキ ｄ

長 ： １ ２ ３
石 ： ２ ３ ３
海 ： 一 一 ２

２００ ＳＤ０１
西畦 高坏 - - - １ 坏部ミガキ／マモウ ｂ

長 ： ３ ４ ２
石 ： ４ ４ ３
海 ： - ３ ３



吉崎・次場遺跡出土土器観察表１１

吉崎・次場遺跡第１７次調査４９

挿図
番号

出土
地点 器種

計 測 値 残存量
（／２４）

成 形 ・ 調 整
色 調 胎 土

ＬＭＳ
特 記 事 項
文様・記号・煤の有無・詳細計測値口径（Ａ）底径（Ｄ）器高（Ｈ） 部 位 外 面 ／ 内 面

２０１ ＳＤ０１
ＢＩ区 高坏 １ ９ ． ５ - - ５ 坏部マモウ／ミガキ ａ

長 ： １ ２ １
石 ： １ ３ ３
海 ： - ２ ３

２０２ ＳＤＯＩ 器台 - 一 一 - 脚 柱 部 ハケ → ミガキ／ハケ ｂ
長 ： ２ ２ ３
石 ： ２ ３ ４
海 ： - １ ２

内面：煤付着、
Ｂ：４．１

２０３ ＳＤ０１ 器台 - - - - 脚 柱 部ハケ→ミガキ／ハケ ｄ
長 ： １ ３ ４
石 ： ２ ３ ３
海 ： - ２ ３

透かし孔３ケ所（四方）
Ｂ：４．２

２０４ ＳＤＯＩ
畦 脚柱部 - - - - 脚 柱 部 ミ ガ キ ／ - ｂ

長 ： - ２ ２

石 ： - ２ ３

海 ： 一 一 ２

２０５ ＳＤ０１
畦 高坏 - - -

- 脚柱部ミガキ／ケズリ ｂ
長 ： １ ３ ２
石 ： ２ ３ ４
海 ： 一 一 ２

Ｂ：４．８

２０６ ＳＤ０１ 脚台部 - ２ ３ ． ４ - （８） 脚台部ミガキ？／ハケ ｂ
長 ： - ２ ２
石 ： - ２ １
海 ： １ ３ ３

脚台端部：擬凹線６条
透かし孔（四方）

２０７ ＳＤ０１ 脚台部 - ２ ５ ． １ - （２） 脚台部ナデ？／ナデ ｂ
長 ： - １ ２
石 ： - ２ ３

海 ： 一 一 ２

外面：煤付着

２０８
ＳＤ０１
東 脚台部 - １ ９ ． ８ - （１３） 脚台部ミガキ／強いナデ ａ

長 ： - １ ３

石 ： - ２ ３
海 ： 一 一 ２

透かし孔３ケ所（四方）

２０９ ＳＤ０１
排水溝 脚台部 - １ ８ ． ０ - （４） 脚台部ミガキ／ナデ ｂ

長 ： - １ ２
石 ： - ２ ３

海 ： 一 一 ２

外面：赤彩

２１０ ＳＤ０１
西 脚台部 - １ ２ ． ８ - （６） 脚台部ナデ／ナデ ｂ

長 ： １ １ ２
石 ： １ ２ ２
海 ： - ３ ４

２１１ ＳＤ０１ 脚部 - ９ ． ６ - （４） 脚部マモウ ｄ
長 ： １ ２ １
石 ： ２ ３ ２
海 ： - ３ ３

２１２ ＳＤ０１ 鉢 ２ ０ ． ８ - - ４ 体部ミガキ／ミガキ ｂ
長 ： １ ２ ３
石 ： １ ３ ３
海 ： - ２ ３

□縁部外面：刺突沈線文（３列）

２１３ ＳＤ０１ 小型
土器 ５ ． ０ ３ ． ４ ５ ． ８ ２４（２４） 体部ミガキ／ナデ・オサエ ｂ

長 ： １ ２ ２
石 ： ２ ３ ３
海 ： 一 一 ３

外 面 ： 煤 付 着
Ｂ：４．６Ｃ：５．４Ｅ：１．０Ｆ：４．８

２１４ ＳＤ０１ 小型
土器

- ３ ． ８ - 一（１２） 体部ミガキ？／ナデ・オサエ ｂ
長 ： １ ３ ２
石 ： ２ ３ ３
海 ： - ２ ２

Ｃ：５．５

２１５
ＳＤ０１
排 水 溝
Ｂ-１区

蓋 ７ ． ８ １ ． ６ - ２２（２４） 休部ミガキ／ナデ ｂ
長 ： １ ３ ２
石 ： ２ ３ ３
海 ： - ３ ３

内面「カエリ」の部分剥離

２１６ ＳＤ０１
Ｂ-１区 体節片 - - - - 体部ナデ／ナデ Ｃ

長 ： - ３ ２

石 ： - ２ ２
海 ： 一 一 ２

円盤状の貼付
２条１単位の直線文２列
逆「くの字」剣突文２列

２１７ ＳＤ０１
東 体節片 - - - - 体部ハケ／ナデ ｂ

長 ： １ ２ ２
石 ： ２ ３ ４
海 ： １ ３ ４

２１８ ＳＤ０１ 頚部片 - - - - □頚部ナデ／ナデ ｂ
長 ： １ ２ ３
石 ： ２ ３ ２
海 ： 一 一 ２

外面：煤付着

２１９ ＳＫＯＩ
下層 口縁部 - - - ２ 口頚部マモウ Ｃ

長 ： ３ ３ ４
石 ： ４ ４ ５
海 ： - ３ ４

２２０ ＳＫＯＩ
１０層 甕 １ ６ ． ８ - - ３ 口頚部ナデ／ナデ体部ハケ／ケズリ ｂ

長 ： １ ２ ３
石 ： ２ ３ ２
海 ： 一 一 ２

外 面 ： 煤 付 着
□縁部：擬凹線９条
Ｂ：１５．８Ｅ：３．５



５０

吉崎・次場遺跡出土土器観察表１２

挿図
番号

出土
地点 器種

計 測 値 残存量
（／２４）

成 形 ・ 調 整
色 調 胎 土

ＬＭＳ
特 記 事 項
文様・記号・煤の有無・詳細計測値口径（Ａ）底径（Ｄ）器高（Ｈ） 部 位 外 面 ／ 内 面

２２１ ＳＫ０１ 壷 １ ６ ． ３ - - ２ □頚部ナデ／ナデ ｂ
長 ： １ ２ ２
石 ： ２ ２ ３
海 ： - ３ ４

２２２ ＳＫ０１ 底部片 - ７ ． ４ - （２４） 体部ミガキ？／ナデ ｂ
長 ： ３ ４ ４
石 ： ４ ５ ５
海 ： - ３ ３

２２３ ＳＫ０１
上層

土師
器椀 １ ５ ． ３ ５ ． ８ ５ ． ９ ３（２０） 休部ナデ／ミガキ ｂ

長 ： １ ２ ３
石 ： １ ３ ３
海 ： 一 一 ２

内面：黒色

２２４ ＳＫ０１
畦

土師
器椀 １ ５ ． ０ ６ ． ７ ６ ． ３ １（２４） 体部ナデ／ミガキ ｂ

長 ： - １ ３

石 ： - ２ ３
海 ： 一 - ２

内面：黒色

２２５ ＳＫ０１
上層

土師
器椀

- ６ ． ０ - （２４） 体部ナデ／ナデ？ Ｃ
長 ： １ ２ ２
石 ： ２ ３ ３
海 ： 一 一 ２

内面：黒色
底部：糸切り

２２６
ＳＫＯＩ
上層

土師器
椀 １ ３ ． ２ ５ ． ０ ４ ． ７ ７（１４） 体部ナデ／ミガキ ｂ

長 ： ２ ２ ４
石 ： １ ２ ２
海 ： - ２ ２

底部：糸切り

２２７ ＳＫ０２ 甕 １ ５ ． ０ - - ８ 口頚部ナデ／ナデ休部ナデ／ハケ ｄ
長 ： ４ ３ ２
石 ： ４ ４ ３
海 ： 一 一 ２

口縁部内面：斜行短線文２列
口唇部：竹管文、頚部：直線文２列
斜行短線文、扇状文Ｂ：１１．４Ｅ２．７

２２８ ＳＫ０２ 甕 １ ３ ． ５ - - ８ □頚部ナデ／ナデ体部ハケ／ハケ Ｃ
長 ： ２ ２ ２
石 ： ２ ３ ２
海 ： 一 一 ２

外 面 ： 煤 付 着
口縁端部：刻み目
Ｂ：１０．４Ｃ：１１．９Ｅ：３．０

２２９ ＳＫ０２ 壹 - - - - 体 部 ハケ／ハケ Ｃ
長 ： ２ ４ ５
石 ： ３ ４ ４
海 ： 一 一 ２

外面：煤付着
体部：竹管文
Ｃ：１７．４

２３０ ＳＫ０３
土師
器椀

- ８ ． ６ - （３） 体部ナデ／ミガキ Ｃ
長 ： １ ３ ２
石 ： ３ ４ ３
海 ： 一 一 ２

内面：黒色
外面：煤付着

２３１ ＳＫ０４ 高坏 ２ ２ ． ０ - - ４ 坏部ミガキ／ミガキ ｄ
長 ： ２ ２ ２
石 ： １ ２ ３
海 ： 一 一 ２

２３２ 甕 １ ９ ． ４ - - ４ 口顕部ナデ／ナデ ｄ
長 ： ２ ３ ３
石 ： ３ ４ ４
海 ： - ３ ３

Ｂ：１６．６Ｅ：３．５

２３３ 高坏？ １ ８ ． ６ - - ５ 坏部マモウ／ミガキ ｂ
長 ： - ３ ３
石 ： - ４ ４

海 ： 一 一 ２

内外面：煤付着

２３４ Ｂ２区 須恵
器鉢 ２ ４ ． ８ - - ３ 体部ナデ／ナデ ｅ

長 ： １ １ ３
石 ： １ １ ２
海 ： 一 一 １



第５表吉崎・次場遺跡出土土製品計測表

吉崎一次場遺跡第１７次調査５１

挿図
番号 出土地点 名 称 長さ

（ｃｍ）
幅
（ｃｍ）

厚さ
（ｃｍ）

重さ
（ｇ）

孔径
（ｃｍ）

２３５ ＳＤ０１ 土錘 ３．５ ３．９ ４３．９ ０．７ 孔端部未調整

２３６ ＳＫ０１ 土錘 ６．４ １．６ １１．６ ０．６ 孔端部調整有

２３７ ＳＫ０１ 土錘 ５．１ １．４ ７．７ ０．５ 孔端部調整有

２３８ ＳＫ０１下層 土錘 ４．３ １．５ ９．３ ０．５ 孔端部調整有

２３９ ＳＫ０１ 土錘 ４．２ １．２ ３．７ ０．６

２４０ ＳＫ０１ 土錘 ２．５ １．２ ３．５ ０．６ 孔端部未調整

２４１ ＳＫ０１ 土鍾 ２．０ １．５ ３．５ ０．５ 孔端部未調整

２４２ ＳＸ０１ 土錘 ６．２ １．５ １２．６ ０．６

２４３ ＳＸ０１ 土鍾 ５．１ Ｉ．６ １０．４ ０．５ 孔端部片方平坦面有片方未調整

２４４ ＳＤ０１ 紡錘車 ３．５ ０．５ ７．３ ０．４

第６表吉崎・次場遺跡出土石製品計測表

挿図
番号 出土地点 名称 長さ

（ｃｍ）
幅
（ｃｍ）

厚さ
（ｃｍ）

重さ
（ｇ）

２４５ ＳＤ０１上部の下 玉未製品 １．８ ｌ．ｌ ０．４ １．１ 両面擦り切り痕

２４６ ＳＤ０１Ｓ-３７ 磨製石斧 １１．４ ６．３ ４．７ ５０５

２４７ ＳＤ０１上部の下 磨製石斧 １０．３ ６．８ ３．７ ４００ 先端部分敲打痕

２４８ ＳＤ０１Ｓ-２６ 磨製石斧 ７．８ ６．０ ４．５ ３６４ 先端部分敲打痕

２４９ ＳＤ０１Ｓ-６ 磨製石斧 ７．１ ６．２ ６．４ ４９６ 未製品叩き石転用か

２５０ ＳＤ０１Ｓ-１１ 太型始刃 ５．２ ６．０ ３．５ １０９

２５１ ＳＤ０１ 柱状片刃 １１．４ ３．３ ３．２ １９０ 扶り有、内面研磨

２５２ ＳＤ０１Ｓ-３０ 叩き石 ４．８ ７．８ ３．９ ２２４ 珪質岩周縁部使用痕

２５３ ＳＤ０１Ｓ-３４ 叩き石 １２，６ １０．０ ３．８ ８２８ 中央部凹み、周縁部使用痕

２５４ ＳＤ０１Ｂ -１区 叩き石 １１．７ ６．３ ３．４ ３５８ 両面中央部凹み、周縁部使用痰
石斧未製品を叩き石に転用か

２５５ ＳＤ０１上部 石包丁 １０．５ ７．４ １．０ ９７．２ 刃部研磨

２５６ ＳＤ０１ 石包丁 ５．６ ６．４ ０．９ ２４ 全体研磨
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